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世
界
の
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Ｎ
Ｙ
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今
が
分
か
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日
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新
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ー
︶©
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米
連
邦
議
会
上
院
で
13
日
、

連
邦
議
事
堂
の
﹁
暴
動
を
扇
動

し
た
罪
﹂
で
問
わ
れ
て
い
た
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
対
す
る
弾

劾
裁
判
が
行
わ
れ
、
57
対
43
で

無
罪
評
決
が
下
さ
れ
た
。
50
人

の
民
主
党
系
議
員
と
７
人
の
共

和
党
議
員
の
合
計
57
人
が
有
罪

と
判
断
し
た
が
、
有
罪
判
決
に

必
要
な
３
分
の
２
の
67
人
に
は

達
し
な
か
っ
た
。

審
理
は
９
日
に
始
ま
り
、
５

日
間
で
終
結
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
昨
年
の
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
疑

惑
﹂
を
巡
る
弾
劾
裁
判
に
続
く

無
罪
評
決
で
、
次
期
大
統
領
選

挙
な
ど
再
び
公
職
に
立
候
補
す

る
資
格
が
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
昨
年
11
月
の

大
統
領
選
挙
で
は
﹁
自
分
の
票

が
盗
ま
れ
た
﹂
と
し
て
バ
イ
デ

ン
氏
の
勝
利
を
認
め
な
か
っ

た
。
連
邦
議
会
で
選
挙
人
投
票

を
確
定
さ
せ
る
日
で
あ
る
１
月

６
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
集

会
を
開
き
、﹁
死
に
も
の
ぐ
る

い
で
戦
え
﹂
と
支
持
者
ら
に
訴

え
た
。
支
持
者
ら
は
議
事
堂
ま

で
行
進
し
侵
入
、
暴
動
を
起
こ

し
た
。
ペ
ン
ス
副
大
統
領
や
連

邦
議
員
、
連
邦
職
員
、
警
察
官

な
ど
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
５

人
が
死
亡
す
る
惨
事
と
な
っ

た
。
民
主
党
が
多
数
派
で
あ
る

下
院
で
は
１
月
13
日
、
弾
劾
訴

追
が
２
３
２
対
１
９
７
で
決
議

さ
れ
、
上
院
に
送
ら
れ
た
。
こ

の
時
は
10
人
の
共
和
党
下
院
議

員
が
賛
成
に
回
っ
た
。

上
院
で
の
弾
劾
裁
判
で
ト
ラ

ン
プ
氏
の
弁
護
士
は
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
発
言
は
﹁
文
字
通
り
の

戦
い
の
意
味
で
は
な
い
﹂
と
し

て
、﹁
扇
動
﹂
を
否
定
し
た
。

ま
た
弾
劾
裁
判
と
は
現
職
大
統

領
な
ど
の
罷
免
で
あ
り
、
退
任

し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
氏
を
裁
く

の
は
﹁
違
憲
﹂
と
し
無
罪
を
主

張
し
た
。

暴
動
直
後
は
多
く
の
共
和
党

の
上
院
議
員
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を

非
難
し
た
も
の
の
弾
劾
裁
判
に

は
否
定
的
だ
っ
た
。
弾
劾
裁
判

の
初
日
に
、
共
和
党
議
員
の
44

人
が
﹁
弾
劾
裁
判
は
違
憲
﹂
と

い
う
弁
護
側
の
主
張
に
賛
同
し

た
。
評
決
前
、
検
察
官
役
と
な

る
弾
劾
管
理
人
を
務
め
た
民
主

党
の
ジ
ョ
ー
・
ネ
グ
ー
ス
下
院

議
員
は
﹁
有
罪
に
し
な
い
と
１

月
６
日
に
起
き
た
出
来
事
は
再

び
起
こ
り
得
る
﹂
と
訴
え
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
使
用
停
止
措

置
を
受
け
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
氏

は
評
決
後
に
す
ぐ
に
声
明
を
出

し
、
今
回
の
弾
劾
を
﹁
我
が
国

の
歴
史
の
な
か
で
最
大
の
魔

女
狩
り
の
さ
ら
に
別
の
段
階

だ
﹂と
激
し
く
批
判
し
た
上
で
、

﹁﹃
米
国
を
再
び
偉
大
に
す
る
﹄

た
め
の
私
た
ち
の
素
晴
ら
し
い

旅
を
一
緒
に
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
﹂
と
表

明
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
２
４

年
大
統
領
選
へ
の
再
出
馬
を
模

索
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

マ
ス
ク
は
二
重
が
安
全

　
米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ

Ｃ
︶
は
10
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
２
枚
を
重
ね
て
着
用
す
る
と

予
防
効
果
が
高
ま
る
と
発
表
し

た
。
外
科
手
術
用︵
サ
ー
ジ
カ
ル
︶

マ
ス
ク
だ
け
だ
と
吐
き
出
す
時
の

飛
沫
が
42
％
、
布
製
マ
ス
ク
だ
と

44
・
３
％
だ
っ
た
の
が
、
重
ね
て

使
う
と
感
染
防
止
効
果
が
92
・
５

％
ま
で
高
ま
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
マ
ス
ク
１
枚
で
の
装
着
の

場
合
は
、耳
紐
を
き
つ
め
に
し
て
、

鼻
の
形
状
に
合
わ
せ
て
マ
ス
ク
上

部
の
針
金
を
成
形
し
て
マ
ス
ク
の

左
右
の
隙
間
か
ら
空
気
が
出
入
り

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と
布
製
マ
ス
ク
を

重
ね
て
耳
紐
を
き
つ
め
に
使
用
す

る
こ
と
で
感
染
予
防
効
果
は
96
・

５
％
に
高
ま
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
理
化
学
研
究
所
、
豊

橋
技
術
科
学
大
学
、
神
戸
大
学

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
、
く
し
ゃ
み
な
ど
を
し
た
時

に
吐
き
出
す
飛
沫
量
は
、
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
な
ど
不
織
布
の

場
合
は
80
％
カ
ッ
ト
、
布
マ
ス

ク
66
〜
82
％
カ
ッ
ト
、
ウ
レ
タ

ン
マ
ス
ク
は
50
％
カ
ッ
ト
、
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
20
％
カ
ッ

ト
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
は
10
％
カ

ッ
ト
。

　
吸
い
込
み
飛
沫
量
は
、
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
場
合
70
％
カ

ッ
ト
、
布
マ
ス
ク
だ
と
そ
の
半

分
の
効
果
で
35
％
か
ら
45
％
と

効
果
が
落
ち
、
ウ
レ
タ
ン
マ
ス

ク
は
さ
ら
に
低
く
な
り
30
％
〜

40
％
の
カ
ッ
ト
率
と
な
る
。
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
と
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
は
、
吸
い
込
み
飛
沫
の
防

御
効
果
は
な
し
︵
エ
ア
ロ
ゾ
ル

は
防
げ
な
い
︶
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。

外
科
手
術
用
マ
ス
ク
が
最
良

吸
い
込
み
防
止
力
は
布
の
倍

感染防止策に効果
CDC が 10 日発表

耳紐きつめでさらに

コ
ロ
ナ
禍
で
も
人
気
の
屋
外
ス
ケ
ー
ト
場
︵
19
面
に
記
事
︶。

不
特
定
多
数
の
利
用
客
と
接
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
二
重
マ
ス
ク
で
感

染
予
防
︵
16
日
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
公
園
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

弾
劾
裁
判
で
無
罪

次
期
大
統
領
選
挙
狙
う
ト
ラ
ン
プ
氏
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　
フ
と
思
い
出
し
た
昔
の
﹁
Ｖ

Ａ
Ｎ
﹂
ネ
タ
。

　﹁
Ｖ
Ａ
Ｎ 

〇
〇
﹂
を
い
く
つ

も
つ
く
っ
た
。
ど
う
い
う
訳
か

新
企
画
と
い
う
と
、
く
ろ
す
の

役
目
と
石
津
社
長
以
下
、
社
内

で
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
い

く
つ
も
の
Ｖ
Ａ
Ｎ
関
連
ブ
ラ
ン

ド
の
立
ち
上
げ
、
商
品
開

発
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
開
発
に
専
任
さ
せ
て
く
れ

る
の
な
ら
い
い
の
だ
が
、
従
来

か
ら
の
商
品
企
画
も
続
い
て
い

る
の
で
、
結
構
キ
ツ
か
っ
た
。

忙
し
く
て
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
は

い
た
が
、
ブ
ッ
倒
れ
る
こ
と
も

な
く
、
何
と
か
や
れ
た
の
は
ひ

と
え
に
若
さ
︵
20
代
後
半
︶
の

お
か
げ
だ
。

　
い
ま
思
う
と
、
あ

れ
こ
れ
や
ら
さ
れ
た

----

い
や
、
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
服
以
外
の
コ
ト

︵
靴
な
ど
︶
を
勉
強
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。

　
初
仕
事
は
﹁V
A

N
 

S
I

S
T

E
R

S

﹂
。

１
９
６
２
年
ご
ろ
だ

っ
た
と
思
う
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
の
女
性

版
を
手
掛
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
。﹁
Ｖ
Ａ
Ｎ
と
同
じ
デ
ザ
イ

ン
の
ブ
レ
ザ
ー
や
ボ
タ
ン
ダ
ウ

ン
を
つ
く
れ
！
﹂
の
ひ
と
声
で
、

や
っ
て
は
み
た
が
ボ
デ
ィ
ラ
イ

ン
の
違
い
が
壁
、
ス
ト
ン
と
し

た
シ
ル
エ
ッ
ト
が
作
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　
リ
タ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
は
、

テ
ネ
シ
ー
州
出
身
の
女
性
歌

手
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族

の
血
を
引
く
。
１
９
７
１

年
、

ア

ル

バ

ム
﹃

リ

タ
・

ク
ー
リ
ッ
ジ
﹄
で
デ
ビ
ュ

ー
。

77

年
、

ア

ル

バ

ム
﹃A

nytim
e...A

nyw
here

﹄

が
全
米
6
位
の
ヒ
ッ
ト
と
な

る
。
こ
の
曲
は
そ
の
中
か
ら

の
代
表
曲
を
シ
ン
グ
ル
カ
ッ

ト
し
た
も
の
。
軽
快
な
歌
声

が
心
に
響
く
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

444

ハ
イ
ヤ
ー
・
ア
ン
ド
・
ハ
イ
ヤ
ー    

リ
タ
・
ク
ー
リ
ッ
ジ

365：いくつもつくった「VAN 〇〇」

　
世
界
に
は
渡
航
制
限
に
よ

り
、
1
年
以
上
再
会
が
で
き
て

い
な
い
国
際
カ
ッ
プ
ル
が
数
多

く
い
る
。
そ
し
て
、
ま
だ
こ
の

先
、
い
つ
会
え
る
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
不
安
と
悲
し
み

の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
﹁
愛

は
観
光
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
︵
　

L
ove Is N

ot T
ourism

︶
﹂

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
際
に
旅
行
禁

止
と
国
境
閉
鎖
に
よ
っ
て
強
制

的
に
分
離
さ
れ
た
二
国
間
カ
ッ

プ
ル
と
家
族
の
再
会
に
捧
げ
ら

れ
た
世
界
的
な
草
の
根
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
。
感
染
防
止
対
策

と
し
て
国
境
を
閉
鎖
す
る
こ
と

は
、
賢
明
で
あ
り
、
必
要
で
さ

え
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
な
が

ら
も
﹁
愛
は
観
光
で
も
休
暇
を

取
る
こ
と
で
も
な
い
﹂
と
し
て

家
族
の
再
統
合
と
世
界
中
の
何

千
も
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
の
未

来
に
つ
い
て
政
府
に
人
道
的
免

除
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
二
国
間
関

係
に
あ
る
未
婚
の
カ
ッ
プ
ル
、

婚
約
者
、
家
族
が
訪
問
で
き
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
で
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
、
ア
リ

ソ
ン
・
セ
ム
ズ
と
ジ
ャ
ラ
ン
・

ミ
ュ
ー
ズ
と
全
米
演
出
家
振
付

家
準
会
員
で
も
あ
る
演
出
家/

演
劇
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
る
渋

谷
真
紀
子
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
ミ
ュ
ー
ズ
佳
奈
が
協
力
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
制
作

し
た
。
実
際
、
ミ
ュ
ー
ズ
佳
奈

と
夫
で
あ
る
ジ
ャ
ラ
ン
・
ミ
ュ

ー
ズ
、
渋
谷
真
紀
子
ほ
か
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
は
愛
す
る
人
や
家
族
と
離
れ

離
れ
の
状
態
に
あ
る
当
事
者

だ
。
日
米
間
の
往
来
が
制
限
さ

れ
逢
う
こ
と
こ
と
が
ま
ま
な
ら

な
く
な
っ
た
家
族
、
恋
人
た
ち

の
思
い
を
切
実
に
歌
い
上
げ
て

い
る
。
リ
ン
ク
は

h
ttp

s
://y

o
u

tu
.b

e
/-

E
pZ0dzR

W
cY

渡航制限で離れ離れ
再会叶わぬ家族や恋人たち

思いを音楽ビデオに

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
米

国
で
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
マ
ー
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
東
京
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
﹁
新
宿
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
﹂
と
﹁
新

宿
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
﹂
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
び
、
27
日
︵
土
︶

午
後
10
時
か
ら
第
１
弾
と
な
る

日
本
の
ゴ
ス
ロ
リ
バ
ン
ド
﹁
ホ

ロ
ウ
メ
ロ
ウ
﹂
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
日
米
同
時
配
信
す
る
。

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
イ
ル
マ
・
リ
オ
カ
率
い
る
ゴ

ス
ロ
リ
バ
ン
ド
、
ホ
ロ
ウ
メ
ロ

ウ
は
２
０
１
４
年
に
結
成
、
東

京
を
拠
点
に
活
動
し
、
海
外
公

演
も
行
っ
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー

は
イ
ル
マ
・
リ
オ
カ
︵
ボ
ー
カ

ル
︶、
佐
藤
秀
樹
︵
ギ
タ
ー
︶、

チ
ャ
ド
︵
ベ
ー
ス
︶、
み
し
か 

︵
ド
ラ
ム
︶
の
４
人
。

　

視

聴

料

は

５

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト

サ

イ

トhttps://
h

ollow
m

ellow
.v

eep
s.

com

か

ら
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルcontat@
m

arcreation.com

︵
河
野
さ

ん
︶
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://m

arcreation.
com

/archives/3423

を
参

照
す
る
。

ホロウメロウ

東京ライブ

日米同時配信

  

昨
年
、
日
本
人
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
と
し
て
初
の
グ
ラ
ミ
ー
賞

を
受
賞
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
演
奏
家
、
徳
永
慶
子
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
演
奏
の
機
会

を
失
っ
た
音
楽
家
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
カ
ウ
フ
マ
ン
音

楽
セ
ン
タ
ー
と
ア
ル
フ
ァ
ダ
イ

ン
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
協

力
し
て
設
立
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ス
ト
ア
フ
ロ
ン
ツ
と
い
う

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
す
る
。

　
こ
れ
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
付
近
の
西
62
丁
目
と
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
の
一
角
を
コ
ン
サ

ー
ト
会
場
に
改
造
し
、
屋
内
で

演
奏
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
密
に
な
ら
ず

に
鑑
賞
で
き
る
企
画
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
中

か
ら
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

集
め
た
同
企
画
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
に
集
う
こ
と
の
で
き
な

い
現
在
、
最
も
﹁
生
演
奏
﹂
に

近
い
形
で
楽
し
み
む
こ
と
が
で

き
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

だ
。
音
楽
好
き
に
も
、
自
分
の

音
楽
を
表
現
す
る
場
を
失
っ
た

演
奏
家
た
ち
に
と
っ
て
も
意
義

あ
る
企
画
だ
。

　
徳
永
は
、
21
日
︵
日
︶
午
前

11
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分

の
間
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
佐
々
木

美
歌
と
共
に
古
典
か
ら
ガ
ー
シ

ュ
イ
ン
、
ピ
ア
ソ
ラ
ま
で
幅
広

い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
演
奏
す
る
。
無
料
。

グ
ラ
ミ
ー
賞
の
徳
永
慶
子
が
佐
々
木
美
歌
と

21
日
に
カ
ウ
フ
マ
ン
セ
ン
タ
ー
外
で
ラ
イ
ブ

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://hollowmellow.veeps.com
https://youtu.be/-EpZ0dzRWcY
https://marcreation.com/archives/3423
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.youtube.com/watch?v=0153gqgCEYI
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html


NY相談サービスデスク開設のお知らせ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
昨
今
、
ア
メ
リ
カ
の
高
い
医
療
費
に
将
来
の
ア

メ
リ
カ
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
は
、
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
﹁ FURUSA

TO
 PRO

JEC
T

﹂
の
一
員
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
相
談
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
﹁
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
か
ざ
ぐ
る
ま
﹂

が
日
本
全
国
に
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
皆
様
が
想
像
す
る
﹁
日
本
で
過

ご
す
幸
せ
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
﹂
の
実
現
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
し
て
参
り
ま
す
。

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
無
料
会
員
募
集
！

　
今
後
弊
社
で
は
、
日
本
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
的
な
開
催

︵
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
が
安
全
に

な
れ
ば
実
際
に
会
場
を
借
り
て

の
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
も
検
討
︶
を

は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
様
々
な

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
一
方
通
行
な
情
報
提
供
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ｎ
Ｙ

地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
同

士
が
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
悩

み
を
シ
ェ
ア
し
た
り
情
報
交
換

が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
﹂
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
に
際
し
て
、
た
だ
い
ま
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
登
録
い
た
だ

き
ま
す
と
、
役
立
つ
情
報
を
こ

ま
め
に
得
ら
れ
る
ほ
か
、
個
人

相
談
で
ご
希
望
に
添
っ
た
具
体

的
な
情
報
︵
一
部
有
料
︶
も
入

手
で
き
ま
す
。

＊
注
：
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

﹂
は
、
特
定
の
介
護
施
設

へ
の
契
約
獲
得
を
目
的
に
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
日
本
帰
国
後
も
ご
自

宅
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ア
ダ
ル
ト
﹂
の
皆
様

の
会
員
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECTについてのお問い合わせ、
NYコミュニティ（無料）会員登録については、
NY相談デスク担当／ニューヨーク生活プレス社

社長　久松　茂まで、Eメールでご連絡ください。

hisamatsu@nyseikatsu.com

(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）2 月 20 日（土）

本紙がある食料品店等
「週刊 NY 生活」をピックアップできる食料品店等リスト　
                                                   ＊ (2021 年 2 月 20 日現在）

●マンハッタン
・TOMIZ（18 E. 41st. St.　212-779-0740）
・Dainobu（36 W 56th St. 212-707-8525）
  （129 E 47th St.  212-755-7380）
  （498 6th Ave.  212-645-0237 ）
・Katagiri Japanese Grocery（224 E 59th St.  212-755-3566）
  （370 Lexington Ave.  917-472-7025）
・Sunrise Mart（12 E 41st St.  646-380-9280）
  （494 Broome St. 212-219-0033）
  （4 Stuyvesant St.  212-598-3040）
・Kinokuniya Bookstores New York (1073 6th Ave. 212-869-1700)
・Restaurant Nippon (155 E. 52nd St. 212-688-5941)
・Shinbashi 72 (218 W. 72nd St. 212-510-7799)

●クイーンズ
・Family Market（2915 Broadway, Astoria  718-956-7925）
・Sakura-ya Japanese Mart（73-05 Austin St, Forest Hills  718-268-7220）
・Japan Corner (51-27 43rd Ave., Woodside 917-745-0314)

●ブルックリン
・Sunrise Mart at Japan Village（934 3rd Ave, Brooklyn  347-584-4579）
・750 Myrtle Diner / Japanese Grocery Store (750 Myrtle Ave., Brooklyn)

●ウエストチェスター・コネチカット
・Daido Market （522 Mamaroneck Ave. White Plains  914-683-6735）
・Frontier Market（18 N Central Ave, Hartsdale　914-831-3900）
・Maruichi Japanese Food & Deli Stamford
 （1980 W Main Street, Stamford, CT　203-914-1801）
・Maruichi Japanese Food & Deli Scarsdale
  （816 White Plains Rd, Scarsdale  914-874-5290）
・Oishinbo（283 Halstead Ave. Harrison  914-835-4390）
・Hajime (267 Halstead Ave., Harrison 914-777-1543)
・Kishuya Ramen Noodle Bar (163 S Central Ave., Hartsdale 914-949-0600)
・Sazan (729 Saw Mill River Rd., #3, Ardsley 914-674-6015)

●ロングアイランド
・Shin Nippon Do（63 Mineola Ave, Roslyn Heights　516-625-1814）
・Tominaga Shouten（169 Main St A, Port Washington  516-883-1836）
・Yamaguchi Japanese Restaurant(49 Main Street, Port Washington 516-883-3500)
・Torigo Japanese Restaurant (196 Jericho Tpk., Floral Park 516-352-1116)
・L I Wave (18 Haven Ave., #2, Port Washington 516-883-3046)

●ニュージャージー
・J Mart（44 Chestnut St, Ridgewood　201-857-5738）
・Mitsuwa Marketplace – New Jersey
  （595 River Rd, Edgewater  201-941-9113）
・Parisienne Bakery（250 Main St, Fort Lee　201-592-8878）
・Tawara Mart（55 W Main St, Ramsey　201-327-4555）
・Yasainet Plus（490 Kinderkamack Rd, River Edge　201-523-9777）
・Paramus Public Library (116 E. Century Rd., Paramus 201-599-1302)

●宅配サービス
・NY Nojo Fresh (nynojofresh@gmail.com / 917-745-0314)

その他、一部の、日系団体や学校、地方都市の
日系グロッサリーストアなどでも設置されています。

定期購読も承っております。問い合わせは info@nyseikatsu.com
ニューヨーク生活プレス社

　
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際

化
協
会
Ｎ
Ｙ
事
務
所
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
3
月
5
日
︵
金
︶
か

ら
11
日
︵
木
︶
ま
で
﹁
３
・
11

か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ 

—

映
像
で
振
り
返
る
東
北
の
10

年—

﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

の
震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
祭
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
経
験
者

が
関
係
し
て
い
る
震
災
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
を
上
演

し
、
当
時
の
様
子
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
経
験
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
に
よ
る
復
興
支
援
に
つ

て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

機
会
と
す
る
。
各
作
品
の
上
映

後
は
、
監
督
に
よ
る
質
疑
応
答

も
行
わ
れ
る
。
上
映
作
品
は
字

幕
付
き
︵
日
本
語
に
は
英
語
字

幕
、
英
語
に
は
日
本
語
字
幕
︶

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

英
語
の
み
。

　
上
映
作
品
は
次
の
通
り
。

■
６
日
︵
土
︶﹁
東
北
友 

﹂

︵
２
０
１
４
年)

東
北
各
地
で

復
興
の
た
め
に
活
動
し
た
国
際

色
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
団

体
が
、
日
本
に
捧
げ
る
思
い
や

強
い
絆
を
描
い
た
物
語
。

■
７
日
︵
日
︶﹁
プ
レ
イ
・
フ

ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂︵
12
年
︶

米
国
人
映
像
作
家
ス
テ
ュ
ー
・

レ
ヴ
ィ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
東
北
を
訪
れ
た
際
に
津
波

の
被
害
状
況
を
撮
影
し
、
6 

週
間
か
け
て
50
時
間
以
上
の
映

像
を
撮
影
し
た
作
品
。

■
８
日
︵
月
︶﹁
１
１
３
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂︵
15
年
︶﹁
東
北
友
﹂

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
チ
ー
ム
が

手
が
け
た
ス
ピ
ン
オ
フ
・
シ
ョ

ー
ト
フ
ィ
ル
ム
。

■
９
日
︵
火
︶﹁
ナ
リ
シ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
﹂︵
20
年
︶
日
本
の

学
校
給
食
制
度
や
食
育
の
成
功

と
実
践
に
焦
点
を
当
て
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。

■
10
日
︵
水
︶﹁
リ
ブ
・
ユ
ア
・

ド
リ
ー
ム
﹂︵
13
年
︶
震
災
ま

で
石
巻
市
の
子
ど
も
た
ち
に
英

語
を
教
え
、
夢
に
向
か
っ
て
生

き
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
テ
イ
ラ

ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
世
界
を

旅
す
る
若
者
た
ち
の
物
語
。

■
11
日
︵
木
︶
ラ
イ
フ
・
ゴ
ー

ズ
・
オ
ン
﹂︵
17
年
︶
被
災
地

で
暮
ら
す
人
々
の
物
語
を
通
し

て
、
東
北
の
日
常
と
日
本
の
今

の
姿
を
明
ら
か
に
し
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
。

　
視
聴
無
料
だ
が
要
事
前

登

録
。

申

し

込

み
・

詳

細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

ff311toh
ok

u
.ev

en
tiv

e.
org/

を
参
照
す
る
。

3.11 震災ドキュメント映画
パネルディスカッション

自治団体国際化協会 NY 事務所

﹁
凪
﹂ 

五
十
嵐 

君
枝

﹁
輪
違
屋
　
如
月
太
夫
﹂ 

黒
川 

雅
子

ミ
ッ
キ
ー
吉
野

東
日
本
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
て

日
本
ク
ラ
ブ
で
海
の
日
芸
術
祭
、
福
島
か
ら

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
ミ
ッ
キ
ー
吉
野

　
日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
企
画
展
﹁
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
を
迎
え
て
〜
震
災
を

超
え
て
、
福
島
か
ら
世
界
へ 

〜
海
の
日
芸
術
祭
よ
り
﹂
が
、

３
月
５
日
︵
金
︶
か
ら
31
日
︵
水
︶

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
︵
協
賛
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議

所
基
金
︶

　
震
災
で
は
津
波
に
よ
る
大
き

な
被
害
を
受
け
た
が
、
人
々
が

生
き
て
行
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い
海
を
愛
し
、
敬
意
を
表
し
、

共
生
を
求
め
る
現
代
芸
術
家
た

ち
が
、
震
災
前
の
福
島
の
豊
か

な
海
へ
の
感
謝
と
津
波
の
犠
牲

者
に
対
す
る
鎮
魂
の
思
い
を
込

め
て
制
作
し
た
作
品
の
数
々
を

紹
介
す
る
。

　
出
展
作
家
は
、遠
藤
由
紀
子
、

長
谷
川
裕
美
、
星
章
寛
、
五
十

嵐
君
枝
、
石
田
美
穂
、
石
黒
喜

子
、
小
林
弥
生
、
こ
う
ご
み
つ

る
、
黒
川
雅
子
、
黒
木
昭
衣
、

ム
ラ
カ
ズ
ユ
キ
、生
田
目
満
夫
、

大
橋
美
保
、
岡
本
真
美
、
岡
本

順
子
、
清
水
の
ぶ
子
、
鳥
飼
規

世
、
塚
田
洋
子
、
渡
辺
永
子
、

山
田
絵
美
子
、
吉
田
江
里
、
吉

田
真
梨
子
、
吉
田
成
寿
、
吉
野

祥
江
、
ユ
キ
・
ヒ
ロ
の
25
人
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
３
月

５
日
︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら
、

出
展
作
家
に
震
災
へ
の
思
い

と
作
品
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
音
楽

家
で
ゴ
ダ
イ
ゴ
の
リ
ー
ダ
ー
、

ミ
ッ
キ
ー
吉
野
氏
が
﹁
ガ
ン

ダ
ー
ラ
﹂
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
演
奏
す
る
。
先
着
５
０
０

人
。
視
聴
無
料
だ
が
要
申
し
込

み
。
希
望
者
は
登
録
サ
イ
ト

https://u
s02w

eb.zoom
.

us/w
ebinar/register/

か

ら
申
し
込
む
。

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:nynojofresh@gmail.com
mailto:info@nyseikatsu.com
https://ff311tohoku.eventive.org/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.com
http://myriverside.net/home
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東
洋
哲
理
の
陰
陽
五
行
論
に

基
づ
く
帝
王
学
に
つ
い
て
講
義

活
動
し
て
い
る
ミ
コ
ト
・
イ
ン

ク
︵
本
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
紫

藤
由
美
子
代
表
︶
は
今
月
18
日

︵
木
︶
と
３
月
４
日
︵
木
︶
の

午
後
８
時
か
ら
９
時
30
分
ま

で
﹁
ホ
ワ
ッ
ツ
帝
王
学
？
ビ
ジ

ネ
ス
編
﹂
を
開
催
す
る
。
国
家

の
流
れ
や
こ
れ
か
ら
の
経
済
に

つ
い
て
も
触
れ
る
。
帝
王
学
と

は
自
分
を
知
り
、
相
手
を
知

り
、
時
代
と
時
の
流
れ
を
読

み
、
圧
倒
的
な
魅
力
と
影
響

力
を
放
つ
も
の
。
参
加
費
は

30
ド
ル
。
詳
細
と
申
込
み
は

https://m
ikoto-inc.com

/
teiougaku-business/

帝
王
学
セ
ミ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
編
を
開
催

新
Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
長 

駐
輪
ラ
ッ
ク
も
増
設
に 

　
日
本
ク
ラ
ブ
と
米
国
日
本
人

医
師
会
が
共
催
す
る
﹁
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
真

相
﹂
と
題
し
た
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ

ー
が
、
25
日
︵
木
︶
午
後
７
時

か
ら
８
時
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
講
師
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
診
療
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
従

事
す
る
感
染
症
専
門
医
の
兒
子

真
之
︵
に
ご
・
ま
さ
ゆ
き
︶
氏 兒子氏 柳澤氏

︵
テ
キ
サ
ス
州
立
大
学
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
校
感
染
症
科
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
︶
と
、

米
国
日
本
人
医
師
会
長
の
柳
澤

貴
裕
氏
︵
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ

内
分
泌
内
科
教
授
︶
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、m

R
N

A

ワ
ク
チ
ン

と
そ
の
安
全
性
・
副
作
用
に
つ

い
て
や
、
ワ
ク
チ
ン
で
コ
ロ
ナ

に
か
か
ら
な
い
の
か
な
ど
の
疑

問
に
応
え
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
真
相

に
迫
る
。

　

参

加

費

無

料
︵

任

意

で

医
療
従
事
者
へ
の
お
弁
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
寄
付
︶。

申
し
込
み
は
登
録
サ
イ
ト

https://u
s02w

eb.zoom
.

u
s/w

eb
in

ar/reg
ister/

W
N

_
7

C
K

V
W

is
p

T
Q

-
yIa8O

1X
gE

C
w

か
ら
。

25
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ク
チ
ン
の
真
相

　

Ｎ

Ｙ

州

の

医

療

保

険

Q
u

alified H
ealth

 P
lan 

の
新
規
申
請
期
間
が
、
無
保

険
の
人
に
限
り
１
月
31
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
延
期
さ
れ

た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.governor.ny

.gov/
n

ew
s/part-n

ew
-y

orks-

ongoing-response-covid-
19-pandem

ic-governor-
cuom

o-announces-open-
enrollm

ent

を
参
照
。

　
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
Ｎ
Ｙ

州
認
定
保
険
申
請
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
が
保
険
に
つ
い
て
の
説

Ｎ
Ｙ
州
医
療
保
険

申
請
期
間
延
長

明
・
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

手
伝
い
が
必
要
な
人
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
４
・
５
番 

︶、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルinfo@

jassi.org 

ま

で
連
絡
す
る
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

と
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

は
年
間
通
じ
て
い
つ
で
も
加

入
・
更
新
で
き
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://health.

ny.gov/press/

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な
予
防
方

法
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
安
全

性
は
臨
床
試
験
に
よ
っ
て
安
全

性
が
立
証
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ

セ
ス
は
米
国
食
品
医
薬
品
局

︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
や
、
そ
の
他
の
組

織
に
よ
っ
て
入
念
に
監
視
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
副
作
用
に
つ

い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後

は
腕
の
痛
み
、
頭
痛
、
体
の
痛

み
、
倦
怠
感
な
ど
軽
度
か
ら
中

程
度
の
副
作
用
が
起
こ
る
場
合

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
は
新
た
に
35
か
所

︵
Ｎ
Ｙ
市
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と

ブ
ロ
ン
ク
ス
︶
に
設
け
ら
れ
て

お
り
、
今
後
も
毎
週
新
し
い
会

場
が
増
設
さ
れ
る
。

 

政
府
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
が
増
加
す
る
事
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
は
今
後
３
０
０

か
所
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
が
設
置
さ
れ
る
予
定
。
予
約

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い

る
各
機
関
に
て
受
け
付
け
て
い

る
。 

 

電

話

で

の

予

約

は

８
７
７
・
８
２
９
・
４
６
９
２

か

ら
。

問

い

合

わ

せ

は

C
O

V
ID

-1
9

ワ

ク

チ

ン

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

８
３
３
・
６
９
７
・
４
８
２
９
、

毎
日
午
前
７
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

35
か
所
を
新
設

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
12
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
率
と
入
院

者
数
が
減
少
し
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
午
後
10
時
ま
で
と
規

制
し
て
い
た
同
州
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
や
バ
ー
の
営
業
時
間
を
11

時
ま
で
に
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　
Ｎ
Ｙ
市
内
の
飲
食
店
は
12
日

か
ら
、
収
容
人
数
を
25
％
に
抑

え
て
店
内
で
の
営
業
を
再
開
し

て
お
り
、
バ
ー
ク
レ
ー
・
セ
ン

タ
ー
や
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・

ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
競
技
場
、
会

場
も
今
月
末
か
ら
、
収
容
率
10

％
の
条
件
に
従
い
ス
ポ
ー
ツ
試

合
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

始
め
る
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

飲
食
店
の
営
業
時
間

午
後
11
時
ま
で
延
長

　
全
米
各
地
で
競
技
場
な
ど
の

大
規
模
施
設
を
会
場
に
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
が
開
設
さ
れ
る
な

か
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
ヤ
ン

キ
ー
ス
の
本
拠
地
ヤ
ン
キ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
で
５
日
か
ら
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対

象
は
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
住

民
が
多
く
、
市
内
で
最
も
感
染

率
が
高
い
ブ
ロ
ン
ク
ス
居
住

者
。
Ｎ
Ｙ
市
で
は
昨
年
12
月
か

ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た

が
、
白
人
に
比
べ
て
黒
人
や
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
の
接
種
率
は
低

く
、
行
政
当
局
に
改
善
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る

メ
ッ
ツ
が
本
拠
地
と
す
る
シ
テ

ィ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
先
月
下

旬
か
ら
ワ
ク
チ
ン
ハ
ブ
と
し
て

週
７
日
24
時
間
体
制
で
機
能
で

き
る
と
し
て
い
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
２
月
第

２
週
目
は
水
曜
か
ら
土
曜
ま

で
、
わ
ず
か
８
０
０
回
の
供
給

と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
が
十
分
あ
れ
ば
１
週
間
に

３
万
５
０
０
０
回
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。

　

ワ

ク

チ

ン

接

種

の

詳

細

と

予

約

は

電

話

８
７
７
・
８
２
９
・
４
６
９
２
、

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttps://v

accin
efin

der.
nyc.gov/

を
参
照
す
る
。

野球場で接種開始

ヤンキースタジアム

シティフィールド

　
精
神
疾
患
の
病
歴
の
あ
る
ホ

ー
ム
レ
ス
の
男
性
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
地
下
鉄
で
４
人
を
ナ
イ

フ
で
殺
傷
し
た
と
し
て
14
日
、

逮
捕
さ
れ
た
。
男
は
リ
ゴ
ベ
ル

ト
・
ロ
ペ
ス
容
疑
者
︵
21
︶
で
、

12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
の
14

時
間
の
間
に
地
下
鉄
Ａ
線
の
車

両
内
と
駅
で
利
用
客
を
襲
撃
し

た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ァ
ー
ロ

ッ
カ
ウ
ェ
ー
に
あ
る
モ
ッ
ト
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
で
乗
っ
て
い
た

男
性
︵
57
︶
が
刺
さ
れ
死
亡
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
発
見
さ
れ

た
。
ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

イ
ン
ウ
ッ
ド
に
あ
る
２
０
７
丁

目
駅
で
も
電
車
内
で
刺
さ
れ
死

亡
し
て
い
る
女
性
︵
44
︶
が
発

見
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
１
８
１

丁
目
駅
で
は
、
43
歳
の
男
性
が

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
別
の

67
歳
の
男
性
が
駅
の
出
口
近
く

で
襲
わ
れ
ケ
ガ
を
負
っ
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
を
パ
ト

ロ
ー
ル
中
の
警
察
官
が
ロ
ペ
ス

容
疑
者
を
発
見
し
逮
捕
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
に
写
っ
て
い
た
服

と
同
じ
も
の
を
着
用
し
て
い

た
。
警
察
に
よ
れ
ば
ロ
ペ
ス
容

疑
者
の
殺
害
動
機
は
も
め
ご
と

な
ど
で
は
な
く
、
あ
る
犠
牲
者

に
は
﹁
あ
な
た
を
殺
す
﹂
と
言

っ
て
犯
行
に
及
ん
で
い
た
と
い

う
。
ロ
ペ
ス
容
疑
者
は
殺
人
と

殺
人
未
遂
な
ど
の
罪
で
起
訴
さ

れ
た
。
麻
薬
所
持
、
暴
行
な
ど

の
逮
捕
歴
と
と
も
に
精
神
疾
患

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
裁

判
所
は
保
釈
な
し
の
勾
留
を
命

じ
た
が
弁
護
士
か
ら
要
請
の
あ

っ
た
医
療
処
置
は
認
め
た
。

　
地
下
鉄
警
備
に
当
た
っ
て
い

る
警
官
は
約
２
５
０
０
人
だ

が
、
殺
傷
事
件
を
う
け
て
13

日
、
警
官
５
０
０
人
が
増
員
さ

れ
た
。
し
か
し
警
察
は
精
神
疾

患
の
あ
る
人
へ
の
対
応
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
批
判
的
な
声

も
あ
る
。
地
下
鉄
を
運
営
す
る

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局
︵
Ｍ

Ｔ
Ａ
︶
は
14
日
、
さ
ら
に
警
官

を
１
０
０
０
人
増
や
す
よ
う
求

め
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
レ
ス
や

精
神
的
危
機
に
あ
る
人
に
対
応

す
る
た
め
の
訓
練
を
警
官
に
施

す
よ
う
求
め
る
書
面
を
デ
ブ
ラ

シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
に
提
出
し
た
。

　
今
年
１
月
の
地
下
鉄
で
の
暴

行
事
件
は
18
件
で
、
昨
年
１
月

の
10
件
か
ら
大
幅
に
増
え
て
い

る
。
線
路
に
突
き
落
と
さ
れ
る

事
件
が
５
件
も
起
き
、
市
議
会

で
は
対
策
を
検
討
す
る
運
輸
委

員
会
が
10
日
に
開
か
れ
た
ば
か

り
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
集
団
感
染

回
避
の
た
め
市
が
刑
務
所
服
役

囚
を
保
釈
し
た
こ
と
も
治
安
悪

化
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
３
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
海

軍
工
廠
長
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ガ
ッ

ト
マ
ン
氏
を
同
市
運
輸
局
の
新

局
長
に
任
命
し
た
。 

　
知
的
財
産
法
専
門
の
弁
護
士

と
し
て
約
40
年
の
キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
ガ
ッ
ト
マ
ン
氏
は
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
公
園
評
議
会
員
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
公
共
図
書
館
理

事
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
環
境
保
護

有
権
者
同
盟
の
副
議
長
、
そ
し

て
２
０
１
９
年
以
降
は
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
・
ク
イ
ー
ン
ズ
・
エ
ク

ス
プ
レ
ス
ウ
エ
ー
︵
Ｂ
Ｑ
Ｅ
︶

の
補
修
を
検
討
す
る
諮
問
委
員

を
務
め
て
い
る
。
昨
年
、
同
役

職
を
長
年
務
め
た
ポ
リ
ー
・
ト

ロ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
氏
が
ジ
ョ

ー
・
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
陣
営

の
運
輸
副
長
官
の
職
務
に
就

き
、
12
月
以
降
は
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
フ
ォ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
氏
が
代

理
を
務
め
て
い
た
。 

　
仕
事
始
め
と
し
て
ガ
ッ
ト

マ
ン
氏
は
同
市
長
と
共
に
、

２
０
２
２
年
末
ま
で
に
自
転
車

駐
輪
ラ
ッ
ク
を
１
万
台
増
設

し
、
合
計
約
３
万
８
０
０
０
台

と
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
自
転
車
利
用
者
が
急

増
し
た
が
、
同
市
内
で
は
駐
輪

場
の
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。 

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

４
日
、
30
年
間
以
上
封
鎖
さ
れ

て
い
た
Ａ
、
Ｃ
番
線
が
通
る
ノ

ス
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅

の
改
札
口
を
再
開
し
た
。 

　
同
駅
は
、
老
朽
化
が
進
む
と

同
時
に
、
１
９
７
０
〜
90
年
代

に
は
利
用
者
の
減
少
と
犯
罪
の

増
加
を
懸
念
し
て
一
部
出
入
口

が
閉
鎖
さ
れ
た
地
下
鉄
駅
の
ひ

と
つ
で
、
２
０
０
５
年
に
は
線

路
上
に
殺
人
さ
れ
た
死
体
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
と

な
り
悪
印
象
が
定
着
し
て
い

た
。
し
か
し
近
年
は
１
日
の
利

用
客
が
３
万
６
０
０
０
人
以
上

に
な
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
フ

ル
ト
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
通
じ

る
階
段
で
利
用
者
が
無
理
や
り

１
列
に
押
し
詰
め
ら
れ
る
な

ど
、
混
雑
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
ま
た
昨
年
か
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
シ
ン
グ
の
確
保
が
必
要
と
な

り
、
混
雑
回
避
の
た
め
に
改
札

口
の
再
開
と
な
っ
た
。 

開
か
ず
の
地
下
鉄
改
札
口

30
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン

地
下
鉄
で
連
続
４
人
殺
傷

精
神
疾
患
ホ
ー
ム
レ
ス
の
男
を
逮
捕

http://www.nyseikatsu.com
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https://www.governor.ny.gov/news/part-new-yorks-ongoing-response-covid-19-pandemic-governor-cuomo-announces-open-enrollment
https://www.governor.ny.gov/news/part-new-yorks-ongoing-response-covid-19-pandemic-governor-cuomo-announces-open-enrollment
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_7CKVWispTQ-yIa8O1XgECw
https://health.ny.gov/press/
https://vaccinefinder.nyc.gov/
https://mikoto-inc.com/teiougaku-business/
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ク
オ
モ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
は
11
日
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
更
新
に
伴
い
、
２
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
は
、
検
査

陽
性
者
と
の
濃
厚
接
触
者
で
あ

っ
て
も
接
種
後
２
週
間
経
っ
て

い
れ
ば
90
日
間
は
隔
離
の
必
要

は
な
い
と
発
表
。

濃
厚
接
触
者
で
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
者

隔
離
の
必
要
な
し

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

地
下
鉄
や
バ
ス
車
内
で
12
日
か

ら
、
Ｎ
Ｙ
市
を
象
徴
す
る
著
名

人
た
ち
の
声
の
案
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
流
し
始
め
た
。 

　
同
企
画
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
落
ち
込
ん
だ
公
共
交
通
機
関

を
活
気
づ
け
よ
う
と
、
Ｎ
Ｙ
市

出
身
の
人
気
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ

ー
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ヘ
ラ
ー
さ
ん

︵

＠N
ew

Y
orkoN

ico

︶

の

協
力
を
得
て
昨
年
11
月
に
発
足

し
、
同
局
は
自
称
﹁
Ｎ
Ｙ
市
非

公
式
の
タ
レ
ン
ト
の
ス
カ
ウ
ト

マ
ン
﹂の
ヘ
ラ
ー
さ
ん
と
共
に
、

車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
最
も
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
ら
し
い
声
で
収
録

で
き
る
ナ
レ
ー
タ
ー
を
発
掘
す

る
た
め
の
審
査
を
進
め
た
。

　
ヘ
ラ
ー
さ
ん
が
約
50
人
の
著

名
人
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

誰
も
が
無
償
で
の
参
加
に
賛
同

し
た
と
い
う
。
最
終
的
に
は
、

Ｎ
Ｙ
を
舞
台
に
し
た
コ
メ
デ

ィ
・
シ
リ
ー
ズ
﹁
と
な
り
の
サ

イ
ン
フ
ェ
ル
ド
﹂
で
な
じ
み
深

い
俳
優
の
ジ
ェ
リ
ー
・
サ
イ
ン

フ
ェ
ル
ド
さ
ん
、
ク
イ
ー
ン
ズ

出
身
の
デ
ビ
・
メ
イ
ザ
ー
さ
ん
、

生
粋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
ウ
ー

ピ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
さ
ん

な
ど
25
人
が
収
録
に
臨
ん
だ
。

同
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
最
低
で
も

１
か
月
間
は
放
送
さ
れ
る
と
い

う
。 

地下鉄の
アナウンス

有名人の声で

　
第
10
回
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ

ォ
ー
・
３
・
11
東
日
本
大
震
災

オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
典
が
３
月

６
日
︵
土
︶
午
後
８
時
か
ら
９

時
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
に
て
開
催
さ

れ
る
。

　
10
周
年
を
迎
え
る
今
回
は
出

演
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
た
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
と
、
こ
れ
ま
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
た
人
や
支
援
・

協
力
者
た
ち
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
映

像
も
紹
介
す
る
。
式
典
の
出
演

者
は
次
の
通
り
。

　
主
催
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
フ

ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ト
ゥ
ギ

ャ
ザ
ー
・
フ
ォ
ー
・
３
・
11

主

催

代

表

のA
K

 A
kem

i 
K

akihara

︵
司
会
も
︶、
東
北

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
︵
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
︶、
山
野
内
勘
二
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
・

大
使
、
宮
城
県
石
巻
市
・
日
和

幼
稚
園
遺
族
有
志
の
会
の
佐
藤

美
香
さ
ん
、
風
の
環
少
年
少
女

合
唱
団
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
理
事
長
の
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
、
福
島
県

福
島
市
在
住
絵
本
作
家
・
画
家

の
あ
き
ば
た
ま
み
さ
ん
、
岩
手

県
釜
石
市
宝
来
館
・
女
将
の
岩

崎
昭
子
さ
ん
、
福
島
県
相
馬
市

み
な
と
保
育
園
、
ふ
る
さ
と
合

唱
。

　
参
加
費
︵
視
聴
︶
無
料
だ
が

要
事
前
登
録
。
参
加
希
望
者
は

上
記
の
申
し
込
み
サ
イ
ト
か

ら
登
録
す
る
こ
と
。
追
悼
式

に
関
す
る
す
べ
て
の
最
新
情

報
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジw
w

w
.facebook.com

/
T

O
G

E
T

H
E

R
F

O
R

311

に

て
掲
載
さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式

3月6日にNYから
＊申込サイト : https://togetherfor311onlineevent.eventbrite.com

　
米
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
各
家
庭
に

マ
ス
ク
の
配
布
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｎ
Ｂ
Ｃ

テ
レ
ビ
に
よ
る
と
、
バ
イ
デ
ン

政
権
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
チ
ー

ム
は
マ
ス
ク
を
各
家
庭
に
配
布

す
る
た
め
の
配
送
方
法
を
検
討

し
た
と
い
う
が
、
最
終
的
な
決

定
や
配
布
す
る
マ
ス
ク
の
種

類
・
枚
数
な
ど
は
不
明
。 

　

　
就
任
以
来
マ
ス
ク
の
着
用
を

強
く
支
持
す
る
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
、
連
邦
政
府
の
建
物
・
土

地
、
空
港
、
公
共
交
通
機
関
で

の
マ
ス
ク
着
用
を
義
務
づ
け
る

複
数
の
大
統
領
令
に
署
名
し
て

い
る
。
感
染
力
が
強
い
複
数
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株

が
全
米
で
確
認
さ
れ
る
現
在
、

布
製
や
不
織
布
製
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
種
類
の
マ
ス
ク
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
か
が
懸
念
材
料

と
な
っ
て
い
る
。
米
政
府
は
、

新
規
の
感
染
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
入
院
者
・
死

者
数
が
い
ま
だ
高
い
数
値
を
示

し
て
い
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
マ
ス
ク
着
用
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

家
庭
に
マ
ス
ク
配
布

米
政
府
が
只
今
検
討
中

　
失
業
者
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
に
あ
た
っ
て
の
新
ル
ー
ル

が
1
月
18
日
か
ら
発
効
さ
れ

た
。
新
ル
ー
ル
で
は
、
失
業
保

険
手
当
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が

軽
減
、
あ
る
い
は
排
除
さ
れ

る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
時
間

の
長
さ
に
よ
っ
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
は
変
わ
る
た
め
、
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://dol.

ny.gov/unem
ploym

ent/

失
業
中
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労

罰
則
を
軽
減

　
日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
グ
ル

ー
プ
は
海
外
か
ら
帰
国
後
、
14

日
間
の
自
主
隔
離
措
置
で
滞
在

で
き
る
ホ
テ
ル
プ
ラ
ン
や
公
共

交
通
機
関
の
利
用
制
限
で
交
通

手
段
の
な
い
人
の
た
め
に
ハ
イ

ヤ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
を
紹

介
す
る
、
日
本
行
き
片
道
航
空

券
＋
宿
泊
＋
専
用
車
送
迎
の

﹁
片
道
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ

ー
ジ
﹂
を
提
供
し
て
い
る
。
ホ

テ
ル
は
、
羽
田
エ
ク
セ
ル
ホ
テ

ル
東
急
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
、
ホ
テ
ル
日
航
成
田
、
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
な
ど
の
帰
国
者
専
用
フ
ロ
ア

で
の
宿
泊
︵
自
主
隔
離
措
置
14

日
間
を
満
た
す
た
め
に
は
15
泊

16
日
の
宿
泊
手
配
が
必
要
︶。

　
ま
た
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利
用

す
る
と
、
唾
液
採
取
用
キ
ッ
ト

が
自
宅
に
郵
送
さ
れ
返
送
す
る

と
後
日
メ
ー
ル
で
検
査
結
果
通

知
が
受
け
取
れ
る
﹁
旅
マ
エ
安

心
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
﹂
も
特
別
価
格

１
万
円
で
利
用
可
能
。
一
時
帰

国
者
の
た
め
の
ホ
テ
ル
・
送
迎

の
み
の
予
約
も
可
能
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.jal.
co.jp/

を
参
照
。

partial-u
n

em
ploy

m
en

t-
eligibility

を
参
照
す
る
。

︵
情
報
元:N

Y
S D

epartm
ent 

of Labor

︶

日本航空が
お手伝いします
帰国後のホテルや交通

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
https://togetherfor311onlineevent.eventbrite.com
https://www.oishinbo-ny.com/
http://jweeklyusa.com
https://truetruth.hatenablog.com/
https://www.facebook.com/TOGETHERFOR311
https://dol.ny.gov/unemployment/partial-unemployment-eligibility
https://dol.ny.gov/unemployment/partial-unemployment-eligibility
http://www.jal.co.jp/
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税

金

特

集

③

不
動
産
所
得
と

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
今
回
は
課
税
の
対
象
と
な
る

所
得
の
解
説
を
し
ま
す
。
米
国

税
法
上
の
居
住
者
に
な
る
と
、

居
住
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
所
得
を
米
国
で
申
告
す

る
義
務
を
負
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

に
次
い
で
金
額
が
大
き
く
な
り

や
す
い
の
は
賃
貸
不
動
産
と
資

産
の
売
買
か
ら
発
生
す
る
所
得

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
こ
う
し
た
不
動
産
所
得
と
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

▽
不
動
産
所
得

　
駐
在
な
ど
で
米
国
に
滞
在

中
、
日
本
で
の
持
ち
家
を
賃
貸

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
所
得
は
通
常
の
所

得
と
合
算
さ
れ
累
進
税
率
で
課

税
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
所
得
の
計

算
方
法
を
理
解
し
経
費
の
申
告

漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

︵
ａ
︶
不
動
産
所
得
の
計
算
　
　

　
賃
貸
収
入
︵
礼
金
、
共
益
費

収
入
を
含
む
︶
か
ら
関
連
諸
経

費
を
控
除
し
た
後
の
不
動
産
所

得
が
課
税
対
象
額
と
な
り
ま

す
。
関
連
諸
経
費
と
し
て
、
賃

貸
物
件
や
家
具
の
減
価
償
却

費
、
支
払
利
子
、
固
定
資
産
税
、

保
険
料
、
修
繕
費
、
管
理
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は
減
価

し
ま
せ
ん
の
で
、
減
価
償
却
費

は
土
地
代
を
除
き
、
建
物
部
分

の
購
入
価
格
に
つ
い
て
の
み
計

算
し
ま
す
。
減
価
償
却
の
耐
用

年
数
は
、
米
国
内
の
居
住
用
不

動
産
に
つ
い
て
は
27
・
５
年
、

米
国
外
の
不
動
産
に
つ
い
て
は

30
年
と
な
り
ま
す
。
家
具
に
つ

い
て
は
別
途
償
却
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
建
屋
及
び
海

外
に
あ
る
家
具
等
の
償
却
は
購

入
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換

算
さ
れ
定
額
法
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
収
入
や
経
費
は
、
原
則
と

し
て
受
取
、
支
払
時
の
為
替
レ

ー
ト
で
米
ド
ル
に
換
算
し
ま
す

が
、
定
期
的
に
発
生
し
て
い
る

も
の
で
あ
れ
ば
年
平
均
レ
ー
ト

で
換
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
賃
貸
所
得
お
よ
び

経
費
の
詳
細
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｅ
に
記
載
し
ま
す
。

︵
ｂ
︶
不
動
産
所
得
の
純
損
益

控
除
制
限
　

　
不
動
産
所
得
が
損
失
と
な
っ

た
場
合
に
、
積
極
的
に
賃
貸
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
な

関
与
と
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
交

渉
、
修
繕
の
手
配
な
ど
に
関
し

て
決
定
権
を
持
つ
こ
と
を
指

す
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
で

す
が
、
何
も
か
も
不
動
産
管

理
会
社
ま
か
せ
と
い
う
場
合

は
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
不

動
産
所
得
の
損
失
の
損
益
通

算
は
最
高 
２
万
５
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合 

１
万
２
５
０
０
ド
ル
︶で
す
が
、

所
得
が
高
い
と
控
除
の
制
限
を

受
け
、
調
整
総
所
得
が 
15
万

ド
ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合

７
万
５
０
０
０
ド
ル
︶
超
に
な

る
と
、
控
除
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

︵
ｃ
︶
日
本
の
源
泉
徴
収
税
額
　

　
日
本
で
非
居
住
者
届
け
を
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
賃
貸

収
入
か
ら
約
20
％
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。
賃
料
の
約
20
％
の

源
泉
徴
収
税
額
は
大
き
い
で
す

が
、
日
本
で
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
を
差
し

引
い
た
純
所
得
を
課
税
対
象
額

と
し
て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
の
ほ
と
ん
ど
が
還
付
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
・
ロ
ス

︵
譲
渡
所
得
・
損
失
︶

︵
ａ
︶
株
式
、
証
券
等
の
売
却

益　
株
式
や
証
券
等
の
売
却
益
と

売
却
損
を
相
殺
し
て
得
た
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
は
全
額
が
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
年
超

保
有
し
て
い
た
資
産
の
売
却
に

よ
る
長
期
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

は
15
％
︵
所
得
の
低
い
納
税
者

の
場
合
は
０
％
、
高
所
得
者
は

20
％ 

︶
の
優
遇
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

︵
ｂ
︶
株
式
、
証
券
等
の
売
却

損　
売
却
益
と
損
を
相
殺
し
て
損

失
と
な
る
場
合
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ロ
ス
は
最
高
３
０
０
０
ド

ル
︵
夫
婦
個
別
申
告
の
場
合
は

１
５
０
０
ド
ル
︶
ま
で
他
の
所

得
と
相
殺
で
き
ま
す
。
使
い
切

れ
な
か
っ
た
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ

ス
は
翌
年
以
降
に
繰
越
す
こ
と

が
で
き
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス

が
な
く
な
る
年
ま
で
繰
越
せ
ま

す
。

︵
ｃ
︶
主
た
る
住
宅
の
売
却
益

の
非
課
税
規
定

　
主
た
る
住
居
の
売
却
益
は
夫

婦
合
算
申
告
で
は
50
万
ド
ル
、

独
身
・
夫
婦
個
別
申
告
で
は

25
万
ド
ル
ま
で
を
控
除
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に

は
住
居
を
所
有
し
︵
所
有
要

件
︶、
か
つ
売
却
前
の
５
年
間

の
う
ち
２
年
間
を
主
た
る
住
居

と
し
て
本
人
が
実
際
に
住
ん
で

い
る
こ
と
︵
使
用
要
件
︶
が
必

要
で
す
。
２
年
間
主
た
る
住
居

と
し
て
住
ん
で
い
れ
ば
何
度
も

こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
転
勤
、
病

気
、
そ
の
他
予
期
不
可
能
な
事

情
で
２
年
間
の
居
住
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
特
別
に
控
除
額
を
日
数

に
よ
り
按
分
し
、
減
額
さ
れ
た

控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。
売
却

損
が
発
生
し
た
場
合
は
個
人
的

損
失
と
さ
れ
控
除
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
主
た
る
住
居
に
居

住
し
て
か
ら
一
旦
賃
貸
に
出

し
、
そ
の
後
主
た
る
住
居
と
し

て
再
利
用
し
て
か
ら
売
却
し
た

場
合
に
は
、
別
途
控
除
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
は
、

急
速
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
素
材
や
原
料
調
達
を
徹
底
す

る
動
き
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
注
目
さ
れ
る
企
業
の
動
き

は
、
欧
米
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
代
表

の
Ｈ
＆
Ｍ
や
グ
ッ
チ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
売
上
が
激
減
す
る
中
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素
材
使
用
に
切

り
替
え
た
。
森
林
保
護
の
た
め

原
生
林
や
消
滅
の
危
機
に
あ
る

森
林
か
ら
の
調
達
を
避
け
、
Ｆ

Ｈ
＆
Ｍ
や
グ
ッ
チ
欧
米
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
企
業

：

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素
材
の
調
達
を
重
視

2

Ｓ
Ｃ
︵
森
を
守
る
マ
ー
ク
、
森

林
認
証
制
度FSC®

︶
な
ど
森

林
認
証
の
あ
る
素
材
原
料
を
選

ぶ
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。
消
費
者

は
こ
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
マ
ー
ク
が
入

っ
た
製
品
を
買
う
こ
と
で
世
界

の
森
林
保
全
を
応
援
で
き
る
。

●
Ｈ
＆
Ｍ
　
２
０
２
５
年
末
ま

で
に
製
品
に
使
用
す
る
セ
ル
ロ

ー
ス
繊
維
を
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
森
林

か
ら
優
先
的
に
調
達
す
る
。

　
同
社
に
素
材
を
供
給
す
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
も
、
森
林

保
全
独
立
監
査
機
関
が
支
持
す

る
持
続
可
能
な
繊
維
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
よ
う
要
請
。
環

境
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
マ
ド
レ
ー

ネ 

エ
リ
ク
ソ
ン
氏
は
、
同
監

査
機
関
と
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
原
料

に
限
定
利
用
す
る
こ
と
で
、
適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
森
林
か

ら
調
達
し
て
い
る
と
証
明
で

き
、
消
費
者
に
安
心
を
提
供
で

き
る
と
言
及
。

●
グ
ッ
チ
　
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
得

た
森
林
や
森
林
保
全
の
基
準
を

満
た
し
た
生
産
者
か
ら
レ
ー
ヨ

ン
な
ど
セ
ル
ロ
ー
ス
を
調
達
。

　
同
社
は
素
材
の
原
産
地
ま

で
追
跡
す
る
目
標
を
掲
げ
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
そ
の
割
合

を
１
０
０
％
に
ま
で
引
き
上
げ

る
と
発
表
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
ブ
ラ

ン
ド
商
品
は
、
廃
棄
量
の
多
さ

や
環
境
負
荷
に
よ
る
森
林
破
壊

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を

是
正
し
よ
う
と
さ
ら
に
地
球
環

境
に
配
慮
す
る
動
き
が
高
ま
る

中
、
素
材
原
産
地
情
報
を
提
示

す
る
企
業
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商
品
を

好
ん
で
選
ぶ
次
世
代
若
者
達
の

素
材
チ
ェ
ッ
ク
目
線
も
厳
し

く
、
逆
に
企
業
側
は
そ
こ
ま
で

情
報
開
示
を
徹
底
し
な
い
と
商

品
は
売
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

 

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市

は

２

０

２

０

年

の

収

入

が

６
万
８
０
０
０
ド
ル
以
下
の
市

民
を
対
象
に
、
無
料
で
税
金
の

確
定
申
告
の
手
伝
い
を
オ
ン
ラ

イ
ン
ま
た
は
対
面
で
提
供
し
て

い
る
。
確
定
申
告
の
締
め
切
り

は
４
月
15
日
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トw
w

w
1.nyc.gov/

site/dca/consum
ers/file-

your-taxes.page

を

参

照
。

︵
情
報
元: N

Y
C

 C
onsum

er 
A

ffairs

︶
確定申告

無料でお手伝い
NY市がサービス提供

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
現
在
、

医
療
従
事
者
や
65
歳
以
上
の
高

齢
者
、
食
料
品
店
の
従
業
員
な

ど
が
優
先
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
て
い
る
が
、
今
月
３
日

か
ら
タ
ク
シ
ー
運
転
手
や
飲
食

店
の
従
業
員
な
ど
も
対
象
に
含

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
﹁
現

在
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
数
が
増

え
て
い
る
た
め
柔
軟
に
対
応
で

き
る
﹂
と
述
べ
、
連
邦
政
府
が

今
後
３
週
間
で
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
数
を
20
％
増
え
る
と
期
待
し

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

ク
シ
ー
労
働
者
同
盟
は
﹁
暗
闇

の
ト
ン
ネ
ル
に
希
望
の
光
が
差

し
た
﹂
と
話
し
て
い
る
。

タクシー運転手
飲食店従業員も
ワクチン接種中

https://www1.nyc.gov/site/dca/consumers/file-your-taxes.page
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.mtckitchen.com
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配
偶
者
や
子
、
親
、
兄
弟
姉

妹
な
ど
の
法
定
相
続
人
が
い
な

い
ま
ま
死
亡
し
た
人
の
遺
産

は
、
最
終
的
に
国
庫
に
帰
属
し

ま
す
。︵
民
法
９
５
９
条
︶
し

か
し
、
故
人
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
者
や
療
養
看
護
に
努

め
た
者
、
そ
の
他
特
別
の
縁
故

の
あ
っ
た
者
に
遺
産
を
引
き
継

が
せ
る
こ
と
が
、
故
人
に
対
す

る
そ
の
人
の
貢
献
に
報
い
る
こ

と
で
あ
り
、
故
人
の
気
持
ち
に

も
反
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
そ
の
人
へ
遺
産
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
分
与
を
認
め
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

795

クイック USA
新
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

C
P
a
a
S

と
は
︵
２
︶

日
本
の
相
続
㉙ 

特
別
縁
故
者
の
財
産
分
与

　
弊
社
で
開
発
し
た
Ｓ
Ｍ

Ｓ
、
Ｒ
Ｃ
Ｓ
、
チ
ャ
ッ
ト
ア

プ

リ
︵LIN

E

、Facebook 
M

essen
ger

、W
hatsA

pp
な
ど
︶
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｖ
Ｒ
︵
自
動
応
答
シ
ス
テ

ム
︶
、
E
メ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
企
業
か
ら
お
客
さ
ま

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
実
に

お
届
け
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
﹁
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
﹂
の
実
例
を
紹
介
し

な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で

C
PaaS

が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
ご
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
下
図
の
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
配
信
方
法
に
は
、
主
に
、
２

パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
普
段
使
い
な
れ
て

い
る
自
社
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

て
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
︵
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
︶
連
携
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
配
信
い
た
だ
く
方
法

で
す
。
も
う
一
つ
は
、
弊
社
が

用
意
し
て
い
る
ポ
ー
タ
ル
画
面

か
ら
直
接
手
軽
に
配
信
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
方
法
の
2
パ
タ

ー
ン
で
す
。 

  

 

 
そ
れ
で
は
、
一
般
的
な
利
用

事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

 

 
物
流
業
の
事
例
：
﹁
お
届
け

予
定
﹂
や
﹁
ご
不
在
連
絡
﹂
を

メ
ー
ル
で
送
り
、
お
客
様
か
ら

確
認
が
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

再
度
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で

送
る
、
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に

か
つ
便
利
に
荷
物
を
受
け
取
り

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。 

 

 

飲

食

業

の

事

例

：

C
O

V
ID

-19

に
よ
る
飲
食
形

態
の
変
化
に
伴
い
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
宅
配
を
セ
ル
フ
オ
ー
ダ

ー
で
き
る
対
話
型
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
を
採
用
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ

リ
︵L

IN
E

、W
h

atsA
pp

、

F
acebook M

essenger

な

ど
︶
を
通
し
て
利
用
で
き
、
か

つ
多
言
語
対
応
し
て
い
る
た
め

あ
ら
ゆ
る
顧
客
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

 
応
用
事
例
：
建
物
の
ド
ア
や

監
視
カ
メ
ラ
に
付
け
た
セ
ン
サ

ー
と
連
動
さ
せ
て
、
入
退
館
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
通
知
や
、
従
来
は

対
面
で
実
施
し
て
い
た
入
館
手

続
き
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
自
動
化
を
す
る
な

ど
、IoT

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
そ
れ
は
ま
ず
、
国
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理

人
が
相
続
人
の
有
無
を
捜
索

確
認
し
、
故
人
の
債
務
の
弁
済

な
ど
、
遺
産
に
関
す
る
必
要
な

処
分
を
す
べ
て
済
ま
せ
ま
す
。

そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
が
、
遺

産
分
与
の
申
立
人
に
対
し
申

し
立
て
の
理
由
を
具
体
的
証

拠
な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
く
審

理
し
た
上
で
、
特
別
縁
故
者
と

し
て
認
定
の
審
判
が
下
れ
ば
、

遺
産
が
分
与
さ
れ
ま
す
。
特
別

縁
故
者
の
財
産
分
与
の
申
立

て
は
、
相
続
人
捜
索
の
公
告
期

間
の
満
了
後
３
カ
月
以
内
に

申
請
し
な
け
れ
ば
無
効
に
な

り
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
の
調
査

官
の
面
接
そ
の
他
の
調
査
を

経
て
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
特
別

縁
故
者
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
借
地
人
に
対
す
る
地
主
、
会

社
の
使
用
人
に
対
す
る
社
長
、

実
の
親
子
や
夫
婦
並
み
の
隣

近
所
の
住
人
な
ど
、
精
神
的
、

経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に
あ

る
者
が
、
広
く
特
別
縁
故
者
に

あ
た
る
と
解
さ
れ
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

36

ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
利
用
も

可
能
で
す
。
 

 

 
︵
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ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
シ
テ
ィ
に
１

月
末
、
自
動
販
売
機
型
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
 

　
同
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
オ
ー
ト
マ

ッ
ト
・
キ
ッ
チ
ン
﹂︵
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ブ
ル
バ
ー
ド
５
２
５
番

地
︶
は
、
非
接
触
が
求
め
ら
れ

る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
20
世
紀
中
期

に
米
国
で
繁
栄
し
た
自
動
販
売

機
の
﹁
従
業
員
無
し
﹂﹁
非
接

触
で
支
払
っ
て
食
事
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
﹂
と
い
う
利
点

を
現
代
版
に
活
用
し
た
。
利
用

者
は
、
来
店
前
に
電
話
か
オ
ン

ラ
イ
ン
で
、
ま
た
は
来
店
時
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
店
内
の
キ
オ
ス

ク
で
注
文
し
、
料
理
が
準
備
で

き
る
と
携
帯
端
末
に
コ
ー
ド
が

配
信
さ
れ
、料
理
を
受
け
取
る
。

来
店
後
、
料
理
は
約
10
分
で
提

供
さ
れ
る
。
 

　
料
理
は
作
り
置
き
せ
ず
、
著

名
シ
ェ
フ
の
キ
リ
ノ
・
シ
ル
バ

氏
が
監
修
し
て
い
る
。
メ
ニ

ュ
ー
は
、
パ
ス
ト
ラ
ミ
・
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
や
カ
レ
ー
、
ウ

ェ
ッ
ジ
・
サ
ラ
ダ
や
ロ
ー
ス

ト
・
チ
キ
ン
な
ど
、
米
国
で
お

な
じ
み
の
多
国
籍
メ
ニ
ュ
ー
に

ひ
と
手
間
加
え
た
料
理
が
並

ぶ
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
・
エ
ッ
グ
添
え
の
ワ
ッ
フ

ル
な
ど
、
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
も
充

実
し
て
い
る
。
営
業
時
間
や
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
同
店
の
詳
細
は

autom
atkitchen.com

を
参

照
す
る
。
 

従
業
員
の
い
な
い

レ
ス
ト
ラ
ン
登
場
　
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
24
日

︵
水
︶
午
後
１
時
か
ら
、
無
料

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
日
系
企
業
向
け

２
０
２
１ 

Ｈ
Ｒ
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と
Ｆ
Ａ
Ｑ
﹂を
開
催
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
従
業
員

が
出
た
場
合
の
会
社
の
対
応
、

職
場
の
濃
厚
接
触
者
に
対
す
る

自
主
隔
離
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

﹁
こ
ん
な
場
合
、
こ
ん
な
疑
問

に
答
え
て
ほ
し
か
っ
た
！
﹂
と

い
う
内
容
を
Ｈ
Ｒ
専
門
家
を
招

き
、
解
説
す
る
。
講
師
は
在
米

日
系
・
米
国
企
業
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
対
象
に
人
事
管
理
コ
ン

Ｈ
Ｒ
労
務
セ
ミ
ナ
ー

24
日
に
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ

　
第
71
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

﹁
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜
く
戦
略
的

ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ゼ
ン
術
〜
限
ら

れ
た
時
間
で
効
果
的
に
伝
え
る

方
法
﹂
が
、
19
日
︵
金
︶
午
後

８
時
か
ら
ズ
ー
ム
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。
　

　
今
回
の
講
師
は
日
本
人
で
唯

一
の
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
・
ス
ピ

ー
キ
ン
グ
認
定
講
師
の
リ
ッ
プ

シ
ャ
ッ
ツ
信
元
夏
代
さ
ん
。
ロ

ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
基
づ
い

た
基
本
的
な
プ
レ
ゼ
ン
の
作
り

方
や
、
限
ら
れ
た
時
間
で
伝
え

る
情
報
精
査
の
仕
方
、
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ら
で
は
の
伝
え
方
の
メ

ソ
ッ
ド
な
ど
、
効
果
的
に
伝
え

る
た
め
の
実
践
的
手
法
に
つ
い

て
講
演
す
る
。
質
疑
応
答
や
、

公
演
後
に
は
音
声
ア
プ
リ
の

C
lubhouse

で
２
次
回
も
行

わ
れ
る
。

　
参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

申
し
込
み
。
詳
細
・
申
し
込

み
は
以
下
の
サ
イ
トhttps://

u
s

0
2

w
e

b
.zo

o
m

.u
s

/
m

eeting/register/

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

３
日
、
ア
ク
セ
サ
ビ
リ
テ
ィ
部

門
主
任
に
、
ア
ク
セ
サ
ビ
リ
テ

ィ
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
の
ケ
ム
エ

ル
・
ア
ロ
ヨ
氏
を
任
命
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
 
ア
ロ
ヨ
氏

は
、
自
身
が
車
椅
子
使
用
者
で

あ
る
視
点
か
ら
、
公
共
交
通
機

関
の
ア
ク
セ
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
課

題
を
分
析
し
、
２
０
１
４
〜
19

年
は
同
市
運
輸
局
で
ア
ク
セ
サ

ビ
リ
テ
ィ
計
画
の
責
任
者
と
し

て
貢
献
。
任
務
に
は
、
障
害
者

援
護
者
と
の
連
携
や
、
エ
レ
ベ

ー
タ
や
斜
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

障
害
者
を
支
援

新
役
員
に
期
待

効
果
的
に
伝
え
る
方
法

Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
で
講
演
会

信
元
さ
ん
が
解
説

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ド
リ
ー
ム

社
代
表
の
酒
井
謙
吉
氏
。

　
参
加
費
無
料
。
定
員
１
０
０

人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルakihiro@
919usa.com

 

︵
豊
田
さ
ん
︶
ま
で
。
申
し
込

み
は
登
録
サ
イ
トhttps://

zoom
.u

s/w
ebin

ar/reg
-

ister/W
N

_D
A

8
3

X
B

p
-

M
T

Sm
C

ZV
3uoLrV

dA

　
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
日
本
総
領
事

館
は
、
全
農
ア
メ
リ
カ
及
び
日

本
食
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
会
社
と
協

力
し
、
東
北
産
和
牛
・
サ
ー
モ

ン
・
お
米
を
材
料
に
し
た
弁
当

を
作
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
目
の
日
米
間
友
好
関
係

の
印
と
し
て
実
施
。
6
個
1
セ

ッ
ト
で
、
冷
凍
便
で
全
米
中
の

ど
こ
に
で
も
届
け
る
。
同
総
領

事
館
で
は
﹁
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
け
た
ら
、
友
人
や
職
場
の

方
々
に
も
本
情
報
を
広
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
﹂
と
話

し
て
い
る
。
詳
細
は
左
記
リ

ン
ク
参
照
。
期
間
は
25
日
か

ら
３
月
14
日
ま
で
。https://

jbentobox.com
/

ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
日
本
総
領
事
館

東
北
震
災
支
援
弁
当
限
定
発
売

http://www.919usa.com
https://u
https://u
mailto:akihiro@919usa.com
mailto:akihiro@919usa.com
mailto:akihiro@919usa.com
https://jbentobox.com/
https://jbentobox.com/
https://jbentobox.com/
https://zoom.us/webinar/register/WN_DA83XBpMTSmCZV3uoLrVdA
https://automatkitchen.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates


　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
こ
の
時

期
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
こ
と

へ
挑
戦
、
勉
強
な
ど
様
々
な
過

ご
し
方
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
は
と
い
う
と
、
漫

画
を
読
ん
だ
り
ア
ニ
メ
を
見
た

り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
の
日
々
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
私
を
救
っ
て

く
れ
て
い
る
の
が
漫
画
や
ア
ニ

メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
。

昔
の
漫
画
を
読
ん
だ
り
最
近
の

ア
ニ
メ
を
見
た
り
、
そ
れ
が
こ

の
期
間
の
楽
し
み
。
思
え
ば
つ

ら
い
時
は
い
つ
も
ア
ニ
メ
や
漫

画
が
側
に
あ
っ
た
気
が
し
ま

す
。

　
一
番
古
い
記
憶
は
小
学
校
高

学
年
の
時
。
中
学
受
験
の
勉
強

が
つ
ら
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
当
時
大
好
き
な
漫
画

が
あ
り
そ
れ
を
楽
し
み
に
勉
強

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
自
分
の
お
年
玉
で
買
っ
た

漫
画
は
今
で
も
特
別
で
大
切
に

読
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
の
人

生
で
も
つ
ら
い
時
、
苦
し
い
時

は
漫
画
や
ア
ニ
メ
を
見
て
元
気

を
も
ら
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
今
も
例
外
で
は
な
く

私
に
と
っ
て
は
も
は
や
生
活
の

一
部
み
た
い
な
も
の
。

　
そ
ん
な
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
に
な
に
か
﹁
恩
返
し
﹂

が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た

時
、kajiki’s Show

の
梶

木
会
長
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
あ
り
、
日
本
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
世
界
の
橋

渡
し
を
し
て
み
な
い
か
と
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
﹁
恩
返
し
﹂
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

yu

︵
ゆ
う
︶ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
東
京
都
出
身
。
成
城
大
学
卒

後
に
都
内
に
あ
る
花
資
材
大
手

商
社
に
勤
務
。
転
職
後
、
現
在

は
広
告
代
理
店
に
勤
務
し
て
い

る
。
10
月
４
日
の
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
第
10
回 kajiki’s 

Show
 

に
フ
ラ
ワ
ー
＆
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
舞
台
演
出
家

と
し
て
参
画
予
定
。 

フラワーデザイナー &
ポップカルチャー演出家

yu（ゆう）

シリーズ１
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大
手
飲
料
会
社
ペ
プ
シ
コ
は

９
日
、
人
種
差
別
の
歴
史
を
象

徴
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
受

け
て
い
た
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
パ

ン
ケ
ー
キ
用
シ
ロ
ッ
プ
の
名
前

﹁
ア
ン
ト
・
ジ
ェ
ミ
マ
﹂
を
﹁
パ

ー
ル
・
ミ
リ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ

ー
﹂
に
改
め
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　
１
３
０
年
以
上
に
わ
た
り
米

国
人
家
庭
の
朝
食
の
定
番
と
な

っ
て
い
る
同
商
品
の
商
品
名

は
、
19
世
紀
の
ミ
ン
ス
ト
レ

ル
・
シ
ョ
ー
︵
顔
を
黒
く
塗
っ

た
白
人
が
黒
人
の
真
似
を
す
る

バ
ラ
エ
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
︶
に
登

場
し
て
い
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
女
性
の
名
前
に
因
ん
で

お
り
、
ロ
ゴ
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

白
人
家
庭
で
働
く
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
黒
人
女
性
の
使
用
人
を
思

わ
せ
る
、
と
い
う
声
が
昨
年
、

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ

ー
︵
Ｂ
Ｌ
Ｍ
︶
運
動
の
拡
大
を

き
っ
か
け
に
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

高
ま
っ
て
い
た
。
同
社
傘
下
の

北
米
ク
エ
ー
カ
ー
オ
ー
ツ
社
は

﹁
人
種
的
平
等
を
推
奨
す
る
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
一
環
と
し
て
製

品
ラ
イ
ン
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
﹂
と
伝
え
て
い
た
。 

　﹁
パ
ー
ル
・
ミ
リ
ン
グ
・
カ

ン
パ
ニ
ー
﹂
と
は
、
１
８
８
８

年
に
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
・
ジ

ョ
セ
フ
で
創
業
し
た
小
規
模
な

製
粉
会
社
名
で
、
真
珠
を
研
磨

す
る
技
法
で
小
麦
粉
や
コ
ー
ン

ミ
ー
ル
を
製
粉
し
て
い
た
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
﹁
ア

ン
ト
・
ジ
ェ
ミ
マ
﹂
は
同
社
が

発
売
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ
用
ミ
ッ

ク
ス
で
、
75
年
頃
に
ミ
ン
ス
ト

レ
ル
・
シ
ョ
ー
で
歌
わ
れ
た﹁
オ

ー
ル
ド
・
ア
ン
ト
・
ジ
ェ
ミ
マ
﹂

に
因
ん
で
い
る
。
新
ブ
ラ
ン
ド

の
デ
ザ
イ
ン
は
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、
商
品
名
が
変
え
ら
れ
、
６

月
か
ら
販
売
さ
れ
る

差別と批判されたアント・ジェミマ

老
舗
シ
ロ
ッ
プ

ロ
ゴ
と
商
品
名

変
え
て
再
出
発

　
ア
ル
パ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
が
目

印
の
ア
ジ
ア
系
ベ
ー
カ
リ
ー
カ

フ
ェ
﹁
ビ
ブ
ル
＆
シ
ッ
プ
﹂
の

ク
リ
ー
ム
パ
フ
︵
３
ド
ル
90
セ

ン
ト
〜
︶
は
、
パ
リ
パ
リ
の
薄

皮
の
中
に
抹
茶
、
ア
ー
ル
グ
レ

イ
、
黒
ご
ま
、
タ
ピ
オ
カ
入
り

の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー
な
ど
の

ク
リ
ー
ム
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ

て
い
る
。
ク
リ
ー
ム
は
甘
過
ぎ

ず
、
重
す
ぎ
ず
、
日
本
人
な
ら

き
っ
と
気
に
入
る
ち
ょ
う
ど
よ

さ
。
そ
の
ほ
か
ア
ル
パ
カ
を
は

じ
め
と
し
た
動
物
型
ケ
ー
キ

や
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
﹁
と
な

り
の
ト
ト
ロ
﹂
や
日
本
の
サ
ン

リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
そ
っ
く
り

の
マ
カ
ロ
ン
、
タ
ル
ト
や
マ
ド

レ
ー
ヌ
な
ど
、
こ
の
店
で
は
思

わ
ず
﹁
可
愛
い
！
﹂
と
連
発
し

て
し
ま
う
商
品
ば
か
り
が
並
ん

で
い
る
。
値
段
は
少
し
高
め
だ

が
、
フ
ラ
ン
ス
菓
子
を
学
ん
だ

パ
テ
ィ
シ
エ
が
ア
ジ
ア
の
風
味

を
融
合
さ
せ
て
店
内
で
毎
日
つ

く
る
納
得
の
味
と
品
質
だ
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
店
内
は
い
つ

も
満
員
で
注
文
す
る
た
め
の
長

い
列
が
で
き
て
い
た
が
今
は
す

ぐ
買
え
る
の
で
、
甘
過
ぎ
な
い

お
菓
子
が
食
べ
た
く
な
っ
た
ら

今
が
行
き
ど
き
。

フ
レ
ン
チ
×
ア
ジ
ア
の
甘
過
ぎ
な
い
お
菓
子
な
ら
こ
こ

Bibble & Sip
253 W 51st St, 

New York, NY 10019
(646) 649-5116

www.bibbleandsip.com

http://www.bibbleandsip.com
https://kj-artist.jp/
mailto:info@villagewellusa.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI
　
毎
年
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
時
期

に
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
登
場

す
る
ア
ー
ト﹁
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

ハ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
﹂の
最
優
秀
作
品
が
、

今
月
10
日
か
ら
３
月
10
日︵
水
︶

ま
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
13
回
目
と
な
る
今
回
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
ソ
フ
ト
・
フ
ァ
ー
ム
が
制
作

し
た
２
つ
の
ハ
ー
ト
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン﹁
ラ
ブ
レ
タ
ー
﹂

を
展
示
。
愛
と
相
互
依
存
、
困

難
か
ら
の
回
復
力
、
多
様
性
を

尊
重
し
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
テ

ー
マ
に
し
、
４
つ
の
独
立
し
た

ス
ペ
ー
ス
内
に
あ
る
座
席
か
ら

煌
び
や
か
な
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
の
ビ
ル
ボ
ー
ド
を
眺
め
る
こ

と
も
で
き
る
。

　
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
︵http://

arts.tim
essq

u
aren

y
c.

org

︶
か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書

い
て
送
る
と
、
そ
の
言
葉
が
リ

ボ
ン
に
書
か
れ
て
作
品
に
結
ん

で
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
。
リ
ボ
ン
に
書
か
れ
た
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
結
ば
れ
て

日
々
変
化
し
て
い
く
作
品
だ
。

ク
イ
ー
ン
ズ
で
活
躍
の
６
人

植
物
園
で
展
覧
会

ゴ
メ
ス
東
江
あ
さ
の
＆
志
藤
佳
代

　
現
在
ク
イ
ー
ン
ズ
植
物
園
で

日
本
人
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
2

人
を
含
む
展
覧
会 

﹁O
n the 

Inside Looking O
ut

﹂

を

開
催
中
。
昨
年
夏
の
屋
外
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
で
始
ま
っ
た

２
０
２
０
ア
ン
ク
レ
ー
ブ
・
ガ

ー
デ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ

ェ
ロ
ー
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
で
活

動
す
る
ア
サ
ノ
・
ア
ガ
リ
エ
・

ゴ
メ
ス
＝
写
真
上
＝
と
志
藤
佳

代
＝
写
真
下
＝
を
含
む
女
性
作

家
6
人
の
作
品
を
ビ
ジ
タ
ー
ビ

ル
に
て
４
月
4
日
︵
日
︶
ま
で

展
示
し
て
い
る
。

　
志
藤
は
兵
庫
県
生
ま
れ
。

１
９
８
０
年
後
半
に
来
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
タ
ジ
オ
・

ス
ク
ー
ル
、
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
で
絵

画
を
学
ん
だ
。
主
要
作
品
は
、

M
ylar

と
呼
ば
れ
る
ド
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム
に
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
と
油
彩
、
水
彩
を
重
ね

合
わ
せ
た
抽
象
画
で
、
半
透
明

の
層
が
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
フ
ィ

ル
ム
の
持
つ
透
光
性
、
光
度
、

空
気
感
と
溶
け
合
っ
て
、
独
特

な
作
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
ゴ
メ
ス
東
江
あ
さ
の
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す

る
日
本
生
ま
れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
。
２
０
２
０
年
夏
も
ク
イ

ー
ン
ズ
植
物
園
で
作
品
を
展

示
。 D

raw
ing C

enter

の

V
iew

ing Program
 20/21

で
入
選
し
て
い
る
。

　
植
物
園
は
３
月
末
ま
で
入
場

無
料
。
現
在
は
火
〜
日
曜
の
午

前
８
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
queensbotanical.org

を
参

照
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ア
ー
ト
制

作
活
動
を
続
け
る
作
家
２
人
展

が
３
月
３
日
か
ら
31
日
ま
で
市

内
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
隣
接

の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
見

下
ろ
す
個
人
宅
を
開
放
し
て

開
催
さ
れ
る
。
出
品
す
る
の

は
昨
年
秋
の
日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ

Ｅ
Ｂ
公
募
展
で
花
の
作
品
を

描
い
て
大
使
賞
を
受
賞
し
た

透
光
︵
出
展
時
は
別
名
︶
と

陶
芸
作
家
の
青
木
沢
美
。
青

木
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
の

薪
窯
で
焼
い
た
茶
碗
、
茶
入
、

皿
な
ど
器
を
出
展
す
る
。
月
、

水
、
金
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

花
と
器
2
人
展

透
光
と
青
木
沢
美

　
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
は
20
日

︵
土
︶
午
後
７
時
か
ら
、
バ
ー

チ
ャ
ル
新
年
会
を
開
催
す
る
。

　
参
加
者
に
よ
る
２
０
２
１
年

の
抱
負
や
松
山
千
春
﹁
大
空
と

大
地
の
中
で
﹂の
合
唱
の
ほ
か
、

例
年
行
っ
て
い
る
ラ
ッ
フ
ル
は

今
回
は
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
正

解
者
に
は
以
下
の
景
品
が
提
供

さ
れ
る
。
①
焼
酎
券
︵
提
供
：

レ
ス
ト
ラ
ン
　
つ
く
し
︶、
②

食
事
券
　︵
提
供
： 

レ
ス
ト
ラ

ン
　D

r C
lark) 

、
③
食
事
券
　

︵
提
供
： 

レ
ス
ト
ラ
ン
　
麺
恋

佐
藤
︶。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

Ｅ
メ
ー
ルyasushi.sasaki@

tw
oriversassociates.u

s

︵
佐
々
木
さ
ん
︶
ま
で
。

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

20
日
に
バ
ー
チ
ャ
ル
新
年
会

ま
で
。
完
全
予
約
制
。
電
話

９
２
９
・
３
０
５
・
７
３
５
９
、

Ｅ

メ

ー

ルsaw
am

iaoki@
gm

ail.com

バ
レ
ン
タ
イ
ン

ハ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
展

タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
でKayo Shido Unbalanced Burden

Asano Agarie Gomez
Angel’s Garden

Cecilia Andre Follow The River Puzzle

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
刑
事
裁
判
所
は
16
日
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
昨
年
5
月

に
黒
人
男
性
か
ら
飼
い
犬
に
リ

ー
ド
を
付
け
る
よ
う
求
め
ら
れ

た
際
に
﹁
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
に
脅
さ
れ
て
い
る
﹂
な
ど

と
警
察
に
通
報
し
た
白
人
女
性

に
つ
い
て
、
不
起
訴
処
分
と
す

る
判
決
を
下
し
た
。

　
不
起
訴
と
な
っ
た
の
被
告

︵
41
︶
は
、
有
罪
と
な
れ
ば
、

最
大
で
禁
錮
1
年
が
言
い
渡
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
裁
判

所
は
被
告
が
事
件
翌
日
、
勤
務

先
の
投
資
会
社
か
ら
﹁
人
種
差

別
﹂
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
、
社

会
的
制
裁
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
５
つ
の
社
会
復
帰
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
人
種
差
別
的

行
為
が
間
違
っ
て
い
た
と
反
省

し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
不
起

訴
処
分
と
し
た
。

　
虚
偽
通
報
し
た
白
人
女
性

　
黒
人
差
別
反
省
し
不
起
訴
　
　

http://arts.timessquarenyc.org
http://www.queensbotanical.org
http://www.queensbotanical.org
http://www.queensbotanical.org
mailto:sawamiaoki@gmail.com
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://www.lijcc.org/index.html
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
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 BOOKS
　
空
を
削
る
よ
う
な
高
層
ビ
ル

と
い
う
意
味
のskyscraper

︵
ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー
パ
ー
︶
。
本

当
に
空
に
近
く
、
見
上
げ
る
と

首
が
痛
く
な
る
。
一
体
ど
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
空
に
近
い
部
屋

を
購
入
し
て
暮
ら
せ
る
の
だ
ろ

う
か
。
今
度
は
頭
を
下
げ
て
ス

ト
リ
ー
ト
を
見
る
。
冷
た
い
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
座
っ
て
い
る
ホ

ー
ム
レ
ス
が
い
る
。
子
供
の
い

な
い
人
は
い
る
が
親
が
い
な
い

人
は
い
な
い
と
知
人
が
言
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
愛
す
る
我

が
子
が
路
上
で
生
活
す
る
よ
う

に
な
る
と
思
っ
て
親
は
産
ん
で

い
な
い
は
ず
だ
。
空
に
近
い
ア

パ
ー
ト
に
突
然
住
め
る
よ
う
に

な
る
よ
り
も
、
一
気
に
転
げ
落

ち
て
し
ま
う
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
に
生
き
て
い
る
と
い
う
緊
迫

感
は
い
つ
も
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
以
前
か
ら
ず
っ
と
感
じ
で

い
た
社
会
に
対
す
る
閉
塞
感
は

ど
こ
か
ら
来
て
ど
う
し
た
ら
消

滅
す
る
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
考

え
て
い
た
。

　
そ
の
答
え
が
書
か
れ
て
い
た

本
と
出
会
っ
た
。
日
本
を
代
表

す
る
映
画
監
督
の
是
枝
裕
和
氏

が
最
も
尊
敬
す
る
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
の
映
画
監
督
の
ケ
ン
・
ロ

ー
チ
氏
と
の
対
話
と
各
監
督
の

書
き
下
ろ
し
が
収
載
さ
れ
て
い

る
本
書
で
あ
る
。

　
是
枝
裕
和
監
督
の
新
作
は
必

ず
ア
メ
リ
カ
の
映
画
館
で
上
映

さ
れ
る
。﹃
誰
も
知
ら
な
い
﹄

や
﹃
万
引
き
家
族
﹄
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
そ
う
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
人
間
の
﹁
様
子
﹂

を
描
き
、
そ
れ
は
文
化
を
超
え

る
普
遍
的
な
問
題
だ
か
ら
だ
と

思
う
。
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
監
督
は

今
年
85
歳
に
な
る
。
労
働
者
階

級
の
出
身
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
。
真

実
を
突
き
つ
け
る
監
督
だ
っ
た

の
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
は

検
閲
を
受
け
て
撮
影
出
来
な
か

っ
た
不
遇
時
代
を
経
験
し
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
保
障
の

現
実
を
映
し
出
し
た
２
０
１
６

年
作
品
﹃
わ
た
し
は
、
ダ
ニ
エ

ル
・
ブ
レ
イ
ク
﹄
は
第
69
回
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
パ
ル
ム
・

ド
ー
ル
を
受
賞
し
た
。

　
２
人
の
監
督
作
品
は
社
会
派

と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
。
そ

れ
は
社
会
的
弱
者
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
撮
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
対
談
は
２
０
１
９
年
に
行

わ
れ
た
が
、
語
ら
れ
て
い
る
内

容
は
パ
ン
デ
ィ
ミ
ッ
ク
で
さ
ら

に
我
々
に
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
突

き
つ
け
ら
れ
、
我
々
が
変
わ
ら

ず
し
て
誰
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う

と
思
わ
せ
て
く
れ
た
。
し
か

し
、
人
々
を
啓
蒙
し
て
や
る
的

な
支
配
者
階
級
の
い
わ
ゆ
る
上

か
ら
目
線
で
は
語
っ
て
は
い
な

い
。
そ
れ
は
作
品
を
観
て
も
分

か
る
。
映
画
を
通
し
て
大
切
に

す
べ
き
こ
と
は
敬
意
や
尊
厳
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
の
で
あ

る
。
敬
意
や
尊
厳
と
は
私
た
ち

皆
が
﹁
権
利
﹂
を
持
っ
て
い
る

と
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
な
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。

　
１
月
の
議
事
堂
襲
撃
で
も
明

白
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
は
人
の
怒

り
を
操
作
し
て
い
た
。
非
難
す

べ
き
は
政
治
家
で
も
金
持
ち
で

も
な
い
。
自
分
よ
り
も
貧
し
い

人
、
肌
の
色
の
違
う
人
、
料
理

の
匂
い
が
異
な
る
人
、
異
な
る

神
を
崇
拝
す
る
人
、
そ
う
し
た

人
間
が
仕
事
を
奪
い
、
住
む
家

を
奪
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
が

や
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
ロ
ー
チ

監
督
は
既
に
指
摘
し
て
い
た
。

バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
の
政
権
が

始
ま
り
、
暗
黒
時
代
へ
の
突
入

は
避
け
ら
れ
た
と
思
う
の
だ
が

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
監
督
の

俳
優
の
選
出
方
法
や
俳
優
へ
の

接
し
方
な
ど
も
書
か
れ
て
い
て

大
変
興
味
深
か
っ
た
。
貧
困
は

肌
の
キ
メ
に
出
る
と
い
う
。
お

肌
ツ
ヤ
ツ
ヤ
の
女
優
が
日
々
の

暮
ら
し
で
精
一
杯
な
労
働
者
を

演
じ
て
も
説
得
力
は
な
い
。

　
良
い
映
画
を
撮
る
人
は
良
い

人
で
あ
る
と
ロ
ー
チ
監
督
が
言

っ
た
。
確
か
に
お
２
人
と
も
優

し
い
顔
を
し
て
い
る
。
両
氏
の

監
督
作
品
を
観
て
い
な
い
人
が

読
ん
で
も
心
の
奥
底
に
響
く
内

容
だ
と
思
う
。
　（
菊
田
幸
乃
）

 映画を通して伝えたいこと
是枝 裕和、 ケン・ローチ・著

 ＮＨＫ出版新書・刊

■推し、燃ゆ（宇佐見りん、河出書房新社）「推し」とは
ジャンルは違えどもファンになったり、好きになった対象
のことをいう。高校生のあかりの推しは若手俳優。ファン
を殴り SNS で炎上。学校でも家族ともうまくいかないあ
かりが唯一自分でいられるのが推しに熱中している時であ
る。■森へ行きましょう（川上弘美、文春文庫）1966 年
ひのえうまの同じ日に生まれた留津とルツ。彼女たちが還
暦になるまでの 60 年間の人生が時系列で描かれる。2000
年、33 歳で世界は滅びなかったとあり、ノストラダムス
の大予言など時代の流行や世相についても言及しノスタル
ジックな思いにもなる。■やばいデジタル“現実”が飲み
込まれる日（NHK スペシャル取材班、講談社）2020 年 4
月に 2 回に渡って放映された「NHK スペシャルデジタル
VS リアル」にさらに取材内容を加筆。トランプ元大統領
が発信した情報などに代表されるように SNS の広がりは

「真実」と「フェイク」の境界が分からなくなってしまい
事件を引き起こす。■流亡記 /歩く影たち （開高健、集英
社文庫）開高健が生きていたら 2020 年で 90 歳。万里の
長城建設に駆り出された青年の話である初期の短編『流亡
記』。1964 年新聞社の臨時特派員で戦火のベトナムに行っ
て以来、15 年にわたり執筆した川端康成文学賞受賞短編

『玉、砕ける』を含む東南アジアを舞台にした短編集『歩
く影たち』の合本版。■細胞とはなんだろう「生命が宿る最小単位」のから
くり（武村政春、講談社）巨大ウイルスを研究している東京理科大学の教授
が細胞について解説。ウイルスは人間そのものではなく細胞に感染する。ウ
イルスは細胞がないと増殖できないのは自らタンパク質を作れないから。細
胞についてある程度の基本知識がないと多少難解に感じる本。■私は夕暮れ
時に死ぬと決めている（下重暁子、河出書房新社）元 NHK アナウンサー、
文筆家などさまざまな経歴を持つ筆者は今年で 85 歳。いつ旅立ってもいい
ようにと準備をし、亡くなるときは夕暮れがいいと思っている。堀口大學の
詩『夕ぐれの時はよい時』をつぶやくと、ささくれ立った気持ちが溶けてく
るという。雑誌などに掲載されたエッセイを一冊にまとめた本。（菊田幸乃）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊国屋書店 NY 本店

　
大
学
生
作
家
の
芥
川
賞
受
賞
作
品
。
ひ
の
え
う
ま
に
生
ま
れ
た
２
人
の
留
津
と
ル
ツ
の

人
生
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
踊
ら
さ
れ
る
私
た
ち
。
生
誕
90
年
を
記
念
し
た
開
高
健
の

短
編
集
。
ウ
イ
ル
ス
学
者
が
細
胞
に
つ
い
て
説
明
。
旅
立
ち
の
準
備
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
１
９
６
７
年
に
発
表
し
た

﹁
11
ぴ
き
の
ね
こ
﹂
か
ら
96
年

の
最
終
巻
﹁
11
ぴ
き
の
ね
こ 

ど
ろ
ん
こ
﹂
ま
で
、
全
６
冊
を

30
年
に
わ
た
り
発
行
し
、
３
世

代
に
わ
た
り
楽
し
ま
れ
て
い
る

漫
画
家
・
絵
本
作
家
、
馬
場
の

ぼ
る
︵
１
９
２
７
〜
２
０
０
１

年
︶
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
。

　
と
ら
ね
こ
大
将
と
10
ぴ
き
の

仲
間
の
愉
快
な
冒
険
物
語
だ

が
、
そ
れ
ま
で
の
絵
本
の
常
識

を
打
ち
破
っ
て
勧
善
懲
悪
や
道

徳
的
な
話
し
は
一
切
な
い
の
が

斬
新
だ
。
こ
の
ね
こ
達
と
き
た

ら
欲
は
深
い
し
、
ち
ょ
っ
と
ず

る
が
し
こ
く
、
そ
の
く
せ
間
が

ぬ
け
て
い
る
。
で
も
と
っ
て
も

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
楽
し
む
事

に
貪
欲
で
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
ス
ト
ー
リ
ー
は
ス
ケ
ー
ル
が

大
き
く
て
予
想
も
つ
か
な
い
展

開
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
し
て
、
繰
り

返
し
読
ま
れ
る
絵
本
と
な
っ

た
。
６
冊
入
り
ボ
ッ
ク
ス
や
、

英
訳
版
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
２
月
22
日
は
ニ
ャ
ン
・
ニ
ャ

ン
・
ニ
ャ
ン
で
日
本
の
﹁
猫
の

日
﹂
︵
米
国
の
猫
の
日
は
10
月

29
日
︶
。
猫
の
日
に
は
ね
こ
の

絵
本
で
楽
し
も
う
。
　
︵
高
田
︶

猫
の
日
に
読
む
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
猫
絵
本

 『11 ぴきのねこ』
文と絵：馬場のぼる

こぐま社　1967 年

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
tel:2122136069


(11  )　　 ［ NY生活ウーマン］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2020 年（令和 3 年）2 月 20 日（土）

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
美
術
品
の

査
定
や
競
売
会
社
へ
の
取
り
次

な
ど
を
す
る
美
術
品
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
堀
佐
知
子
さ
ん
の
１

日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
１
年
を

経
て
よ
う
や
く
忙
し
さ
を
取
り

戻
し
は
じ
め
た
。
世
界
中
の
美

術
商
や
個
人
の
収
集
家
か
ら
依

頼
を
受
け
た
日
本
美
術
品
の
査

定
や
鑑
定
の
依
頼
、
問
い
合
せ
、

ま
た
は
売
却
し
た
い
と
い
う
連

絡
な
ど
の
対
応
が
増
え
て
い

る
。
作
家
名
が
あ
れ
ば
本
で
そ

の
年
代
を
書
け
ば
良
い
が
、
無

銘
の
場
合
は
似
て
い
る
も
の
を

本
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ

か
ら
探
し
て
明
記
す
る
と
い
う

地
味
で
時
間
と
手
の
か
か
る
仕

事
だ
。

　
堀
さ
ん
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ズ
と
ザ
ザ
ビ
ー
ズ
と
い
う
世
界

の
二
大
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス

の
本
部
に
勤
務
す
る
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
活
か
し
て
日
本
美

術
に
関
す
る
査
定
、
個
人
、
ま

た
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
か

ら
の
鑑
定
依
頼
、
コ
レ
ク
タ
ー

や
会
社
の
美
術
品
売
却
の
ヘ
ル

プ
、
コ
レ
ク
タ
ー
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
ほ
か
実
際
の
品
物
の
取

引
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
た
ま

に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
翻

訳
、
展
示
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
そ
れ
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

な
ど
も
こ
な
し
て
い
る
。
自
ら

を
﹁
お
宝
探
偵
団
み
た
い
な
も

の
で
す
﹂
と
笑
う
。

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
ロ
ン
ド
ン

に
１
９
９
３
年
に
入
社
し
、
日

本
美
術
部
門
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
97
年
に
転
勤
と
な

り
、
98
年
に
サ
ザ
ビ
ー
ズ
に
入

社
。
２
０
０
９
年
に
独
立
し
て

現
在
の
サ
チ
コ
・
ホ
リ
・
フ
ァ

イ
ン
・
ア
ー
ト
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
設
立
し
現
在
に
至
る
。

　
大
阪
市
出
身
。
神
戸
女
学
院

で
中
学
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
過

ご
し
、
大
学
で
専
攻
し
た
言
語

学
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
米
国

バ
ー
モ
ン
ト
州
で
日
本
語
を
教

え
る
仕
事
に
充
実
し
た
あ
と
渡

仏
。
田
舎
の
学
校
で
日
本
語
を

教
え
て
い
る
時
に
、
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ズ
の
イ
ン
タ
ー
ン
採
用
に

応
募
し
た
の
が
、
こ
の
世
界
に

入
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
日
本

語
が
大
き
な
武
器
と
な
っ
た
。

日
本
の
美
術
品
や
骨
董
品
に
描

か
れ
た
署
名
や
文
章
を
き
ち
ん

と
解
読
で
き
て
解
説
で
き
る
人

が
い
な
か
っ
た
。

　
偶
然
の
チ
ャ
ン
ス
と
人
と
の

出
会
い
に
よ
っ
て
人
生
の
道
を

切
り
開
い
て
き
た
堀
さ
ん
。
競

売
会
社
で
培
っ
た
人
脈
や
経
験

を
生
か
し
て
世
界
の
ど
こ
に
い

て
も
で
き
る
仕
事
な
の
で
、
い

つ
か
は
年
の
半
分
ぐ
ら
い
は
、

イ
タ
リ
ア
か
ス
ペ
イ
ン
あ
た
り

で
過
ご
し
た
い
と
ほ
の
か
に
思

っ
て
い
る
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

サチコ・ホリ・ファインアート
代表

堀 佐知子さん

日
本
美
術
品
の
お
宝
鑑
定
人

　
日
本
が
誇
る
代
表
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
、
向
か
っ
て
右
側

の
耳
の
付
け
根
に
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
で
あ
る
赤
い
リ
ボ
ン
を
付

け
た
通
称
﹁
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
﹂

が
い
る
。
こ
れ
は
山
梨
県
の
株

式
会
社
サ
ン
リ
オ
で
誕
生
し
た

猫
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
、
そ

の
可
愛
い
さ
に
世
界
中
の
子
供

た
ち
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
女

性
が
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
昔
、
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

留
学
し
て
い
た
頃
、
週
末
に
放

映
さ
れ
て
い
た
日
本
の
番
組

に
、
サ
ン
リ
オ
の
現
社
長
で
も

あ
る
辻
信
太
朗
氏
が
出
演
さ
れ

た
。
な
ぜ
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
に
は

口
が
な
い
の
か
と
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
か
ら
の
質
問
に
﹁
口
は
災

い
の
元
に
な
る
こ
と
も
多
く
、

真
の
友
だ
ち
に
な
る
の
に
口
は

要
ら
な
い
の
で
は
﹂と
答
え
た
。

ま
た
社
名
で
あ
る﹁
サ
ン
リ
オ
﹂

の
由
来
に
関
し
て
は
、
社
長
の

出
身
地
で
あ
る
山
梨
の
音
読
み

﹁
サ
ン
リ
﹂
と
発
音
し
、
山
梨

県
の
王
を
目
指
し
て
命
名
し
た

と
記
憶
す
る
。
そ
の
後
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
は
山
梨
県
の
や
ま
を
飛

び
越
え
て
世
界
中
の
お
友
だ
ち

に
な
っ
て
い
く
。
成
功
す
る
ス

テ
ッ
プ
は
、
先
ず
は
心
に
想
い

描
き
、
そ
れ
を
口
に
し
、

そ
し
て
行
動
に
移
す
と
あ

る
が
、
ま
さ
に
有
言
実
行

と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
梨
県
と

い
え
ば
世
界
一
の
宝
石
研

磨
地
ド
イ
ツ
の
イ
ー
ダ
ー

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
に

次
ぐ
日
本
の
宝
石
の
メ
ッ

カ
だ
。
そ
こ
に
も
う
一
人
の
サ

ン
リ
︵
宝
石
︶
王
が
現
れ
る
。

そ
の
方
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

カ
ッ
ト
で
も
っ
と
も
有
名
な

﹁
ラ
ウ
ン
ド
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
カ

ッ
ト
﹂
に
並
ぶ
、
ク
ロ
ス
︵
十

字
架
︶
の
よ
う
な
輝
き
が
出
る

ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
カ
ッ
ト
や
、
宝

石
の
最
大
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
る
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
︵
キ

ラ
キ
ラ
と
揺
ら
い
で
輝
く
︶
を

最
大
に
引
き
だ
す
石
留
め
方
法

な
ど
を
、
世
界
に
先
立
ち
生
み

だ
し
た
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ
ォ

ー
社
長
の
土
橋
秀
位
氏
だ
。

　
山
梨
県
、
日
蓮
宗
総
本
山
の

身
延
山
久
遠
寺
の
あ
る
身
延
の

周
辺
で
産
声
を
あ
げ
た
、
ど
こ

か
し
ら
日
蓮
大
聖
人
に
似
か
よ

っ
た
土
橋
氏
は
、
高
校
を
卒
業

す
る
と
一
度
は
宝
石
と
関
係
の

な
い
企
業
に
就
職
す
る
も
わ
ず

か
2
か
月
で
退
社
。
雇
わ
れ
の

身
が
性
分
に
合
わ
ず
、
自
立
し

か
な
い
と
い
う
結
論
を
下
し
た

の
だ
。
そ
し
て
大
学
に
進
学
す

る
が
、
在
学
中
に
海
洋
資
源
の

探
査
な
ど
を
行
う
一
方
で
、
世

界
を
放
浪
す
る
よ
う
な
仕
事
に

も
憧
れ
を
抱
き
だ
す
。
そ
の
矢

先
の
東
南
ア
ジ
ア
滞
在
中
﹁
サ

ン
リ
の
︵
宝
石
︶
王
﹂
へ
の
階

段
を
上
が
っ
て
行
く
︵
宝
石
業

界
に
進
出
︶
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る

で
き
ご
と
が
起
こ
る
。そ
れ
は
、

あ
ま
り
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ

れ
る
よ
う
な
、
宝
石
の
原
石
に

遭
遇
し
た
こ
と
だ
。﹁
原
石
を

調
達
し
て
山
梨
の
宝
石
職
人
に

売
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の
で

は
﹂
と
閃
い
た
の
だ
。

津
延
美
衣︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/
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山
梨
と
宝
石

﹁
サ
ン
リ
の
︵
宝
石
︶
オ
ウ
誕
生
﹂
10

写真 : クロスフォー株式会社

tel:2014031647
https://mijikan.blogspot.com/
https://artofhaiku.org/
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
tel:2122136069
tel:2122136069
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
初
等

部
で
は
５
日
、
豆
ま
き
会
が
開

か
れ
た
。
一
人
一
人
、
心
の
中

に
潜
ん
で
い
る
鬼
を
発
表
し
た

後
に
登
場
し
た
赤
鬼
と
青
鬼
に

向
か
っ
て
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の

豆
を
投
げ
つ
け
て
鬼
を
退
治
し

た
。
し
っ
か
り
と
鬼
を
退
治
し

た
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
は

晴
れ
や
か
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
心
の
中
に
残
っ
て
い

る
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
カ
ー

ド
に
書
き
留
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本

の
伝
統
行
事
に
触
れ
る
楽
し
い

時
間
と
な
っ
た
。

大好評 

週
刊
Ｎ
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生
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NJ 日本人学校

豆まき会開催
発砲スチロールの豆で

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
受

業
校
は
27
日
︵
土
︶
午
後
２
時

か
ら
、
今
春
初
等
部
１
年
生
に

入
学
予
定
の
児
童
保
護
者
対
象

に
、
令
和
３
年
度
初
等
部
1
年

生
入
学
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
す
る
。校
長
の
挨
拶
や
、

初
等
部
1
年
担
任
よ
り
、
初
等

部
1
年
生
の
学
習
、
入
学
式
ま

で
に
心
掛
け
て
欲
し
い
こ
と
、

準
備
し
て
欲
し
い
物
品 

等
に

つ
い
て
の
説
明
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルnjw

s@
jw

snj.org
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

入
学
説
明
会
実
施

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
幼
児
部

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
付
中

　
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
西

１
０
３
丁
目
３
１
０
番
地
、︶

は
、
３
月
23
日
︵
火
︶、
24
日

︵
水
︶、
25
日
︵
木
︶
の
３
日

間
、
２
０
２
１
年
度
の
幼
児
部

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

す
る
。
参
加
対
象
は
３
歳
か
ら

５
歳
。
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。
内
容
は
、
季

節
の
行
事
や
歌
や
お
話
を
通
し

て
学
校
生
活
を
体
験
す
る
。
参

加
費
は
１
日
１
１
５
ド
ル
︵
３

日
参
加
す
る
場
合
は
３
２
５
ド

ル
︶。
１
日
単
位
で
申
し
込
み

が
可
能
。

　
申
し
込
み
は
︵
１
︶
参
加
者

氏
名
／
ふ
り
が
な
︵
２
︶
参
加

者
の
生
年
月
日
・
年
齢
︵
３
︶

保
護
者
氏
名
︵
４
︶
電
話
番

号
︵
５
︶
住
所
︵
６
︶
ア
レ
ル

ギ
オ
ー
有
無
︵
７
︶
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
︵
８
︶
参
加
希
望

日
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル
　
　

F
riends.ny

ikuei@
gm

ail.
com

申
し
込
み
締
め
切
り
は

３
月
15
日
。

　
本
紙
主
催
・
北
米
伊
藤
園
特

別
協
賛
の
﹁
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
２
１
﹂
は
今
年
11
年
目

を
迎
え
た
。
日
本
語
部
門
・
英

語
部
門
に
加
え
て
、﹁
俳
句
﹂

と
い
う
日
本
文
化
の
米
国
普

及
、
と
く
に
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
﹁
俳
句
﹂
を
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
６

年
前
か
ら
18
歳
未
満
部
門
を
設

置
し
た
。

　
保
護
者
や
教
員
か
ら
は
﹁
ア

メ
リ
カ
で
日
本
語
を
学
ぶ
子
供

た
ち
が
、
五
七
五
の
リ
ズ
ム
を

楽
し
む
こ
と
で
日
本
語
に
さ
ら

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
﹂
と
好
評
で
、
学
校
・
学
級

を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
テ
キ

サ
ス
州
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.artofhaiku.org

ま

で
。
学
校
・
学
級
単
位
で
の
応

募
の
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

haikugrandprix
@

gm
ail.

com

ま
で
。

俳
句
を
応
募
し
よ
う

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
１

18
歳
未
満
部
門
の
作
品
募
集

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
小
学
校
と
中
学
校
の
前

期
用
教
科
書
の
申
し
込
み
を
受

付
中
だ
。
締
め
切
り
は
３
月
１

日
︵
月
︶。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.n

y
.u

s.em
b-japan

.
go.jp/jp/edu

cation
/03_

textbook_2021_1.htm
l

幼
児
ク
ラ
ス
無
料
体
験
保
育

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
25
日
実
施

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人

学
校
︵
東
43
丁
目
２
２
５
番

地
︶
は
全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス

の
無
料
体
験
保
育
︵
オ
ン
ラ

イ
ン
︶
を
25
日
︵
木
︶
午
前

10
時
40
分
か
ら
11
時
10
分
ま

で
行
う
。
対
象
は
２
０
１
５

年
4
月
2
日
か
ら
２
０
１
８

年
12
月
31
日
に
誕
生
の
幼
児
。

ま
た
全
日
課
程
／
土
曜
課
程

２
０
２
１
年
度
生
徒
を
若
干
名

募
集
し
て
い
る
。
授
業
は
対
面

で
行
う
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

Ｅ

メ

ー

ルm
anhattan@

lyceum
kenned.org

教
科
書
配
布
受
け
付
け
中

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
局
は

８
日
、
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
の

対
面
で
の
授
業
を
今
月
25
日
か

ら
再
開
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

同
市
内
の
公
立
ミ
ド
ル
・

ス
ク
ー
ル
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
再
拡
大
し
た
昨

年
11
月
中
旬
か
ら
完
全
に
リ
モ

ー
ト
授
業
と
な
っ
た
。
プ
レ
ス

ク
ー
ル
、
小
学
校
、
特
別
支
援

学
校
︵
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
75
︶

は
、
検
査
数
を
増
や
し
な
が
ら

昨
年
12
月
初
旬
に
再
開
し
た

が
、
ミ
ド
ル
と
ハ
イ
・
ス
ク
ー

ル
の
再
開
に
関
し
て
は
﹁
準
備

に
時
間
が
必
要
﹂
と
し
て
見
送

ら
れ
て
い
た
。
授
業
再
開
に
は
、

毎
週
、
生
徒
と
職
員
の
20
％
が

感
染
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
お
り
﹁
ミ
ド
ル
・

ス
ク
ー
ル
の
検
査
能
力
が
十
分

に
整
っ
た
﹂
と
し
て
再
開
が
認

め
ら
れ
た
。 

　
同
局
は
ま
た
、
学
校
の
同
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
実
状
を
記
録

し
、
濃
厚
接
触
者
の
追
跡
を
行

う
特
設
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
増
員
す
る
こ
と
も
伝
え

た
。
同
市
内
の
ミ
ド
ル
・
ス
ク

ー
ル
４
７
１
校
の
半
数
が
、
再

開
か
ら
週
５
日
の
フ
ル
タ
イ
ム

で
対
面
授
業
を
行
う
。

　
２
分
の
１
成
人
式
開
催

　

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
４
年

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

ジ
、相
澤
順
校
長
︶は
12
日
、２
、

４
、
６
年
生
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
を
開
催
し
た
。
子
供
た
ち

は
学
校
か
ら
学
習
成
果
を
発
表

し
、
保
護
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
観
し
た
。
こ
の
日
は
、
4
年

生
の
﹁
二
分
の
一
成
人
式
﹂
も

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
に
向
け
児

童
た
ち
は
保
護
者
に
自
分
が
生

ま
れ
た
頃
の
様
子
を
聞
く
な
ど

し
て
自
身
の
成
長
を
見
つ
め
る

学
習
を
行
っ
て
き
た
。﹁
こ
こ

ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、
家
族

の
支
え
の
お
か
げ
﹂
と
語
る
な

ど
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
呼

び
掛
け
形
式
で
伝
え
た
。
相
澤

校
長
か
ら
二
分
の
一
成
人
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
市
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

25
日
か
ら
対
面
授
業
を
再
開

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:njws@jwsnj.org
mailto:njws@jwsnj.org
mailto:njws@jwsnj.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
https://www.samuraimama.com/
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
http://www.masako-inkyo.com/
tel:2015921275
https://jp.lyceumkennedy.org/
mailto:Friends.nyikuei@gmail.com
mailto:manhattan@lyceumkenned.org
mailto:haikugrandprix@gmail.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/education/03_textbook_2021_1.html
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３

廣
瀬
　
た
か
ち
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
小
３

内
海
　
あ
か
り

N
Y
土
筆
教
室
小
４平

川
　
ゆ
り
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

川
口
　
英
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
小
山
書
道
教
室
中
１

村
上
　
奈
々
香

N
Y
土
筆
教
室

栗
原
　
真
美

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

授業内の
言語活動の違い（３）

　
前
回
は
東
洋
と
西
洋
に
お
け

る
教
授
法
の
違
い
に
つ
い
て
お

話
し
し
、
ア
ジ
ア
出
身
の
生
徒

ら
に
よ
る
米
国
の
ク
ラ
ス
で

の
﹁
ミ
ス
マ
ッ
チ
経
験
﹂
に
触

れ
ま
し
た
。
今
回
は
も
う
一
組

の
対
照
的
な
教
授
法
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
一
つ
目
は 

﹁E
xploratory T

alk

﹂
︵

模

索
型
講
義
︶
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

は
先
述
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
ス
タ

イ
ル
の
教
授
法
に
よ
く
似
た
も

の
で
す
。
こ
の
講
義
型
で
は
、

先
生
は
最
初
か
ら
正
し
い
結
論

や
答
え
を
生
徒
に
与
え
ま
せ

ん
。
そ
の
代
わ
り
、
ク
ラ
ス
内

で
は
内
容
に
関
し
て
先
生
と
生

徒
ら
が
考
え
を
活
発
に
出
し
合

い
、
様
々
な
論
点
を
学
ん
で
い

き
、
一
緒
に
結
論
に
到
達
し
て

い
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
方
向
性
を
探

求
す
る
た
め
、
最
終
的
な
答
え

は
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
違
っ
た

意
見
や
観
点
を
受
け
入
れ
な
が

ら
理
解
を
深
め
る
﹁
プ
ロ
セ
ス

重
視
型
﹂
と
言
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一

つ
の
講
義
方
法
は
　
﹁Final 

D
raft T

alk

﹂︵
結
論
型
講
義
︶

と
呼
ば
れ
、
こ
ち
ら
は
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
圏
で
は
お
馴
染
み

の
授
業
形
態
と
な
り
ま
す
。
こ

の
方
法
で
は
、
先
生
が
最
初
か

ら
﹁
こ
れ
は
こ
う
だ
。
﹂
と
結

論
を
与
え
、
そ
の
過
程
を
説
明

し
ま
す
。
そ
し
て
、
先
生
か
ら

の
質
問
に
は
、
必
然
的
に
結
論

と
一
致
し
た
的
確
な
答
え
が
生

徒
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

先
生
は
生
徒
の
答
え
が
正
し
い

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
、
間
違

っ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
指
摘
し
ま

す
。
実
際
、
も
し
正
し
い
答
え

が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
多
く
の

生
徒
は
発
言
そ
の
も
の
を
控
え

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
正

解
が
わ
か
る
他
の
生
徒
が
答
え

る
か
、
先
生
が
自
分
で
答
え
を

伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
講
義
形
態
を

比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
最
初

の
﹁E

x
ploratory

 T
alk

﹂

は
﹁
全
員
参
加
型
﹂
で
、
生

徒
ら
も
情
報
や
知
識
の
発
信

に
経
験
し
て
い
ま
す
ね
。

　
実
は
米
国
の
ク
ラ
ス
で
も
ア

ジ
ア
圏
の
ク
ラ
ス
で
も
、
伝
統

的
に
は
こ
の
３
タ
ー
ン
﹁IR

E
/

F

﹂
形
式
を
含
め
た
﹁Final 

D
raft T

alk

﹂
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

の
手
法
の
ほ
う
が
先
生
は
ク
ラ

ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す

く
、
ま
た
授
業
そ
の
も
の
も
要

領
良
く
前
に
進
む
か
ら
で
す
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
す
る
と
正
し

い
結
論
が
直
球
で
も
ら
え
る
の

で
、
よ
り
明
確
で
覚
え
や
す
い

で
す
ね
。
し
か
し
、
近
年
米
国

で
は
こ
の
よ
う
な
先
生
か
ら
の

一
方
通
行
の
授
業
形
態
は
、
生

徒
の
深
い
思
慮
や
創
造
性
を
促

さ
ず
、彼
ら
の
自
主
的
な
発
言
、

考
え
や
表
現
を
抑
え
る
こ
と
に

な
る
、
ま
た
多
様
性
の
あ
る
観

点
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
批
判
が
起
こ
り

ま
し
た
。
今
で
は
米
国
の
大
学

は
、
多
く
が
両
型
の
講
義
形
態

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
し
、
生

徒
ら
か
ら
の
自
発
的
、
積
極
的

な
発
言
は
最
終
成
績
に
も
関
わ

る
必
須
項
目
に
な
っ
て
い
る
授

業
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、私
自
身
も
含
め
て
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
﹁Final D

raft 
T

alk

﹂
型
の
教
育
を
受
け
て

き
た
ア
ジ
ア
出
身
の
学
生
は
、

米
国
で
こ
の
よ
う
な
授
業
形
態

の
違
い
に
戸
惑
い
、
な
か
な
か

﹁
発
信
者
側
﹂
に
ま
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

米
国
の
大
学
の
ク
ラ
ス
内
で
は

そ
の
ま
ま
﹁
受
信
者
側
﹂
を
貫

く
、
す
な
わ
ち
授
業
中
、
そ
し

て
学
期
中
ず
っ
と
静
か
に
黙
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
わ
け
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
ア
ジ
ア
系
生

徒
も
﹁
発
信
側
﹂
に
な
れ
る
の

か
。
こ
れ
は
多
く
の
教
育
者
が

直
面
し
て
い
る
問
題
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

者
に
な
り
得
ま
す
。
反
対
に

﹁Final D
raft T

alk

﹂
で
は
、

先
生
は
唯
一
の
﹁
知
識
を
与
え

る
側
﹂
で
あ
り
、
生
徒
ら
は

﹁
知
識
の
受
信
側
﹂
に
徹
し
ま

す
。

ま

た
、
﹁E

xploratory 
T

alk

﹂
で
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク

が
中
心
で
、
生
徒
ら
の
自
主

性
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、

﹁F
inal D

raft T
alk

﹂

で

は
、
あ
る
典
型
的
な
形
式
が
使

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
ず

︵
１
︶ ﹁Initiation

﹂
︵
質
問
な

ど
、
先
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
開
始
︶
↓ 

︵
２
︶ 

﹁R
esponse

﹂
︵
生
徒
か
ら
の

答
え
︶
↓
︵
３
︶﹁E

valuation

﹂ 
/ 

﹁Feedback

﹂
︵
先
生
か
ら

生
徒
の
答
え
に
対
す
る
評
価
の

応
答
︶
と
い
っ
た
３
タ
ー
ン
か

ら
成
り
、
応
用
言
語
学
で
は
頭

文
字
を
取
っ
て
﹁IR

E
/F

﹂
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
簡

単
に
言
う
と
、
ク
ラ
ス
で
先
生

が
質
問
を
し
、
生
徒
が
答
え
、

そ
れ
に
対
し
て
先
生
が
﹁
は
い
、

そ
の
と
お
り
で
す
。
﹂﹁
う
〜
ん
、

も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う

か
﹂
な
ど
と
い
っ
た
お
決
ま
り

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
日

本
の
授
業
で
も
み
な
さ
ん
身
近

　
俳
句
会
﹁
方
舟
﹂
の
主
宰
者

で
あ
り
、
長
ら
く
北
米
伊
藤
園

新
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員

を
務
め
て
い
た
木
村
令
二
︵
俳

号
・
木
村
丹
乙
︶
さ
ん
が
1
月

21
日
、
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
亡
く

な
っ
て
い
た
。
享
年
96
歳
だ

っ
た
。
妻
の
津
貴
子
さ
ん
を

２
０
１
６
年
に
亡
く
し
、
そ
の

後
娘
の
真
里
さ
ん
の
保
護
の
も

と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
シ
ェ

ア
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た
。
ビ

デ
オ
通
話
で
お
別
れ
を
し
た
と

い
う
真
理
さ
ん
は
﹁
穏
や
か
な

最
期
で
あ
っ
た
﹂
と
話
す
。

　
木
村
さ
ん
は
１
９
２
６
年
に

東
京
に
生
ま
れ
、
１
９
５
７ 

年
に
来
米
し
て
以
来
ソ
ー
ホ
ー

地
区
で
画
家
と
し
て
活
躍
す
る

傍
ら
、
68
年
1
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
俳
句
同
人
誌
﹃
方
舟
﹄
を

創
刊
し
、
多
く
の
仲
間
と
共
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
俳
壇
の
発
展

に
貢
献
し
た
。

　
木
村
さ
ん
を
よ
く
知
る
﹃
方

舟
﹄
の
編
集
に
五
十
年
間
も
関

わ
っ
て
い
た
太
田
房
子
︵
俳

号
：
太
田
風
子
︶
さ
ん
は
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
の
大
先
輩
で

何
事
に
つ
け
手
解
き
を
受
け
、

ほ
ん
と
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
句
会
に
誘
わ
れ
て
始
ま
っ

た
俳
句
生
活
は
今
や
私
に
と
っ

て
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
お
り
ま

す
﹂と
木
村
さ
ん
の
死
を
悼
む
。

　
俳
句
会
﹁
方
舟
﹂
主
催
で
追

悼
句
会
を
春
に
開
催
す
る
予

定
。
問
い
合
わ
せ
は
、
フ
ェ
イ

ダ
ー
ち
え
︵
俳
号
：
澪
つ
く
し

m
iotsukushi.hakobune@

gm
ail.com

︶
さ
ん
ま
で
。

　

惜
　
別

Ｎ
Ｙ
俳
壇
の
功
労
者

木
村
令
二
さ
ん
逝
く

﹃
方
舟
﹄
を
創
刊

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://www.kodomony.org
https://www.joes.or.jp/
https://japaneseschool.org
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私
は
、
地
球
は
広
く
見
え
て

狭
い
と
思
う
。 

　
こ
の
間
、夕
食
の
時
間
に
﹁
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
縁
が
あ
る

人
と
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。﹂

と
い
う
話
題
が
出
た
。
私
は

特
に
な
か
っ
た
が
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
は
、﹁
な
ん
と
な
く

選
ん
だ
店
の
席
の
後
ろ
の
方
に

地
方
弁
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人

が
い
る
な
と
思
っ
て
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
実
家
の
近
く
に
住

ん
で
い
る
お
ば
さ
ん
だ
っ
た
。﹂

﹁
飛
行
場
で
お
父
さ
ん
の
上
司

に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。﹂
な

ど
と
沢
山
の
こ
と
を
話
し
て
く

れ
た
。
そ
ん
な
時
、
お
母
さ
ん

と
お
父
さ
ん
が
﹁
世
界
は
狭
い

ね
。﹂
と
も
話
し
て
い
た
。
私

も
そ
の
こ
と
に
共
感
す
る
が
、

世
界
は
広
い
け
れ
ど
、
た
だ
世

間
が
狭
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
も
思
う
。
　
　 

　
人
と
ば
っ
た
り
会
う
こ
と
で

世
界
が
狭
い
と
思
う
こ
と
は
あ

る
が
、
飛
行
機
で
世
界
を
飛
び

回
れ
る
ぐ
ら
い
地
球
は
狭
い
と

思
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い

か
。
昔
は
列
車
や
車
が
多
か
っ

た
が
、
今
で
は
科
学
の
技
術
が

進
歩
し
て
飛
行
機
で
、
最
速
57

時
間
54
分
で
世
界
一
周
を
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
普
通

に
考
え
る
と
と
て
も
長
く
感
じ

る
。
し
か
し
4
０
２
４
４
ｋ
ｍ

も
の
距
離
を
57
時
間
54
分
で
行

け
る
と
聞
く
と
、
と
て
も
短
い

と
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
一
方
で
、﹁
地
球
の
大
き
さ

は
5
１
０
・
１
兆
㎡
も
あ
る
の

に
狭
い
わ
け
は
な
い
。﹂
と
い

う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
確
か
に
地
球
は
大
き
い
。

し
か
し
、
今
の
地
球
上
に
約

77
億
人
、
２
０
５
０
年
に
は
約

90
億
人
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
見
込
ん
で
い
る
。
そ
う
す

る
と
、
一
人
当
た
り
の
陸
地
面

積
は
約
２
・
３
ha
、
２
０
５
０

年
に
は
約
１
・
７
ha
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

未
来
に
は
人
口
は
増
え
る
が
、

一
人
当
た
り
の
陸
地
面
積
と
全

体
の
陸
地
面
積
が
減
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
間
が

全
員
家
に
住
む
こ
と
も
難
し
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
る
と
、
地
球
は
狭
い

と
も
言
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。 

　
私
は
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
ば

っ
た
り
縁
の
あ
る
人
と
会
う
こ

と
や
、
飛
行
機
で
世
界
を
飛
び

回
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
地
球

は
広
く
見
え
て
本
当
は
狭
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
10
か
月
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添え
て、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　
ぼ
く
は
、
十
二
月
の
二
十
四

日
に
バ
ー
モ
ン
ト
に
行
き
ま
し

た
。
で
、
一
月
の
五
日
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
は
い
っ

ぱ
い
し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
、

来
た
日
の
夜
は
、
ぼ
く
の
家
族

の
全
員
が
ぼ
く
の
お
た
ん
じ
ょ

う
日
︵
十
二
月
の
七
日
︶
に
い

な
か
っ
た
の
で
、
二
回
目
の
ケ

ー
キ
と
も
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
だ
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
が
二
回
あ
る
み
た

い
で
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
が
き
ま
し
た
。

い
っ
つ
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に

ぼ
く
の
犬
ポ
テ
ト
は
、
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
ひ
か
る
ボ
ー
ル
を
も

ら
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
も

う
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ

テ
ト
は
ク
ッ
キ
ー
は
も
ら
い
ま

し
た
。

　
バ
ー
モ
ン
ト
で
は
ピ
ザ
や
す

し
を
食
べ
ま
し
た
。
ピ
ザ
は
自

分
が
き
じ
を
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ
に

し
た
り
ひ
ろ
げ
た
り
し
て
、
お

父
さ
ん
が
ピ
ザ
を
い
し
で
で
き

て
い
る
、
そ
と
の
オ
ー
ブ
ン
に

い
れ
ま
し
た
。
ピ
ザ
と
す
し

は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
ピ
ザ
は
ち
ょ
っ
と
こ
げ
ま

し
た
。
で
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

　
で
も
バ
ー
モ
ン
ト
で
一
番
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
ぼ
く
の
お

父
さ
ん
と
ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん

と
お
ば
あ
さ
ん
と
、
ひ
っ
こ
し

よ
う
の
ボ
ッ
ク
ス
で
メ
イ
ロ
を

作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
メ
イ
ロ

で
お
に
ご
っ
こ
と
か
い
っ
ぱ
い

や
り
ま
し
た
。
で
も
ぼ
く
の
ほ

う
が
小
さ
い
か
ら
も
う
ち
ょ
っ

と
は
や
か
っ
た
で
す
。
だ
っ
て

く
ぐ
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
か
ら
で
す
。
ぼ
く
は
、﹁
ド

キ
ド
キ
ド
キ
。﹂
と
心
が
聞
こ

え
ま
し
た
が
、お
父
さ
ん
は
﹁
い

っ
回
も
つ
か
ま
え
ら
れ
な
い

よ
。﹂
と
い
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
は
ス
キ
ー
を
し
ま

し
た
。
さ
い
し
ょ
は
ス
キ
ー
シ

ョ
ッ
プ
に
行
き
ま
し
た
。
だ
っ

て
ス
キ
ー
と
か
ス
キ
ー
ブ
ー
ツ

は
一
年
前
か
ら
き
つ
く
な
り
ま

し
た
。
前
に
は
い
て
い
た
ス
キ

ー
は
お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

ス
キ
ー
ブ
ー
ツ
は
青
で
し
た
。

あ
と
ス
キ
ー
ポ
ー
ル
は
、
ミ

ニ
オ
ン
の
絵
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
新
し
い
ス
キ
ー
は

み
ど
り
と
黄
で
し
た
。
新
し
い

ス
キ
ー
ポ
ー
ル
は
、
青
で
し
た
。

新
し
い
ス
キ
ー
ブ
ー
ツ
は
青
で

し
た
。

　
ス
キ
ー
は
２
０
２
１
年
に
は

じ
め
て
だ
っ
た
の
で
、
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
に
は
ス
キ
ー
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
リ
フ
ト
を
八
回
乗
り

ま
し
た
。
一
回
目
と
二
回
目
は
、

お
父
さ
ん
と
レ
ー
ス
を
し
ま
し

た
。
で
も
両
方
と
も
ぼ
く
が
か

ち
ま
し
た
。
四
回
目
、
五
回
目
、

六
回
目
、
七
回
目
と
八
回
目
も

レ
ー
ス
を
し
ま
し
た
。
四
回
目

は
、
お
父
さ
ん
が
か
っ
て
、
五

回
目
、
六
回
目
、
七
回
目
と
八

回
目
に
は
、
か
ち
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
ま
た
バ
ー
モ
ン
ト

に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
９
年
︶

 ﹁
地
球
は
広
く
見
え
て
狭
い
と
思
う
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

友
俐　

　
私
は
﹁
生
き
物
と
機
械
﹂
と

い
う
お
話
を
読
み
、
生
き
物
と

は
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
そ
し
て
生
き
物
の
命

は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
生
き
物
は
機
械
に
は

な
い
す
ご
い
力
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
感
じ

ょ
う
で
す
。
例
え
ば
、
妹
が
笑

っ
て
い
る
時
は
私
も
楽
し
い
で

す
。
友
だ
ち
が
泣
い
て
い
る
時

は
私
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
け

れ
ど
機
械
に
は
こ
の
よ
う
な
感

じ
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
生
き
物
は
不
思
議

だ
と
思
い
ま
し
た
。
生
き
物
は

も
し
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
全
く

同
じ
も
の
は
生
ま
れ
て
き
ま
せ

ん
。
機
械
は
同
じ
物
を
た
く
さ

ん
作
る
事
が
出
来
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
生
き
物
は
一
つ
と
し
て

同
じ
も
の
は
い
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
学
校
で
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
し
て
い
る
時
、
私
と
全

く
ち
が
う
意
見
が
た
く
さ
ん
で

て
お
ど
ろ
い
た
り
、
妹
と
遊
ん

で
い
る
時
も
私
が
思
い
つ
か
な

い
よ
う
な
事
を
妹
が
し
て
﹁
お

も
し
ろ
い
﹂
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
物
の
個

性
は
と
て
も
不
思
議
だ
と
思
い

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
感
じ
ょ

う
を
持
っ
た
生
き
物
が
作
っ
た

機
械
も
未
来
に
は
感
じ
ょ
う
を

持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
生
き
物
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

生
き
物
の
か
ぎ
り
あ
る
一
つ
だ

け
の
命
は
。
と
て
も
大
切
な
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
自
分
の
気
持
ち
や
周
り

の
生
き
物
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
滞
米
１
年
８
か
月
︶

　
私
が
未
来
の
地
球
に
必
要
な

事
を
考
え
た
時
、
た
く
さ
ん
の

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
頭

に
思
い
浮
か
ん
だ
。

　
例
え
ば
、
歯
み
が
き
を
す
る

時
、
水
を
大
事
に
す
る
た
め
、

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
事
。

海
に
ゴ
ミ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

に
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
事
。

そ
れ
か
ら
、
ゴ
ミ
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
自

分
か
ら
率
先
し
て
す
る
事
。
電

気
の
使
用
を
減
ら
す
た
め
に
、

多
く
の
家
が
屋
根
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
て
い
る
事
。
排
気

ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
車
の

利
用
を
減
ら
す
事
な
ど
。
他
に

も
、
電
気
自
動
車
が
普
及
し
て

い
る
事
や
、
環
境
を
汚
染
し
な

い
洗
剤
や
化
粧
品
を
選
ぶ
よ
う

に
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
行
い
は
、
未
来
の

地
球
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

行
為
だ
。
そ
し
て
、
普
段
の
私

達
の
生
活
の
中
で
、
地
球
に
優

し
く
す
る
事
は
、
私
が
こ
こ
に

挙
げ
た
事
以
外
に
も
も
っ
と
あ

る
は
ず
だ
。
私
達
一
人
一
人
、

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
地
球

の
未
来
を
大
き
く
変
え
て
い
く

と
私
は
思
う
。

　
　
　
　︵
滞
米
14
年
10
か
月
︶

 「生き物と機械」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　　　桂　奈生

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
バ
ー
モ
ン
ト
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ー
ト
リ
ー　

た
い

　
 ﹁

未
来
の
地
球
に
必
要
な
事
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

由
愛　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp/usa
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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■
常
盤
新
平
︵
と
き
わ
し
ん
ぺ
い
、
１
９
３
１
年
〜
２
０
１
３
年)

＝
作
家
、
翻
訳
家
。

岩
手
県
水
沢
市
︵
現
・
奥
州
市
︶
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
卒
。
同
大
学

院
修
了
。
早
川
書
房
に
入
社
し
、﹃
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス
テ
リ
・
マ
ガ
ジ
ン
﹄
の
編
集
長
を

経
て
フ
リ
ー
の
文
筆
生
活
に
入
る
。
86
年
に
初
の
自
伝
的
小
説
﹃
遠
い
ア
メ
リ
カ
﹄
で

第
96
回
直
木
賞
受
賞
。
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
に
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま

で
約
３
年
余
り
コ
ラ
ム
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
三
昧
﹂
に
24
作
品
を
書
き
下
ろ
し
連
載
。

13
年
﹃
私
の
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹂
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
﹄︵
幻
戯
書
房
︶
に
収
録
。
本
紙
で

は
そ
の
中
か
ら
12
作
品
を
復
刻
連
載
し
ま
す
。

　
﹁
十
一
時
五
分
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ

着
﹂
と
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
日
記

に
書
い
て
あ
る
。
日
付
は
十

月
二
十
三
日
︵
月
︶
。
た
ぶ
ん

一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
だ
ろ

う
。

　
同
行
者
は
写
真
家
の
岡
村
啓

嗣
氏
。
古
い
知
り
合
い
で
、
世

界
各
地
を
旅
行
し
て
い
る
が
、

い
っ
し
ょ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

い
う
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　
某
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の

取
材
依
頼
だ
っ
た
。
席
は
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
の
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ク
ラ
ス
。

　
こ
れ
は
Ｎ
Ｙ
在
住
の
松
本
孝

幸
さ
ん
の
好
意
だ
と
い
う
。
有

り
難
い
こ
と
だ
。

　
空
港
に
は
や
は
り
Ｎ
Ｙ
在
住

の
小
林
義
明
さ
ん
が
出
迎
え
て

く
れ
る
。
寿
司
清
Ｎ
Ｙ
支
社
の

経
営
者
だ
。

　
﹁
ぜ
い
た
く
な
旅
に
な
り
そ

う
で
す
よ
﹂
と
岡
村
さ
ん
が
言

っ
た
と
お
り
、
空
港
に
は
リ
ム

ジ
ン
が
迎
え
に
来
て
い
た
。

　
ホ
テ
ル
は
五
十
九
丁
目
に
あ

る
エ
セ
ッ
ク
ス
・
ハ
ウ
ス
。
部

屋
は
ス
イ
ー
ト
で
、
眼
下
に
セ

ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
が
一
望
出

来
る
。

　
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
一
時
間

ほ
ど
休
息
し
た
の
ち
、
岡
村
さ

ん
、
松
本
さ
ん
と
タ
ク
シ
ー
で

グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
へ
。

　
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
ア
ン
グ
ラ
ー

ズ
＆
ラ
イ
タ
ー
ズ
︵
釣
人
と
物

書
き
︶
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
遅

い
昼
食
。
ハ
ム
が
美
味
。

　
ハ
ド
ソ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
を

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ

ー
ス
・
タ
ヴ
ァ
ー
ン
で
ビ
ー
ル

を
飲
む
。
天
気
が
よ
く
て
暑
い

ほ
ど
だ
。
か
わ
い
た
の
ど
に
お

い
し
い
。

　
ス
リ
ー
・
ラ
イ
ブ
ズ
＆
カ
ン

パ
ニ
ー
書
店
を
覗
い
て
み
る
。

ヤ
ギ
。

　
ヒ
ゲ
タ
ラ
は
高
級
魚
だ
そ
う

で
、小
林
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、

鍋
に
す
る
と
う
ま
い
と
い
う
。

　
そ
の
夜
は
再
び
小
林
さ
ん
、

岡
村
さ
ん
、
松
本
さ
ん
と
八
一

丁
目
と
マ
デ
ィ
ス
ン
・
ア
ベ
ニ

ュ
ー
の
角
の
バ
リ
オ
リ
・
ロ
マ

ニ
ッ
シ
モ
を
訪
ね
た
。
今
も
あ

る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
は
五

年
ぶ
り
だ
、
と
日
記
に
書
い
て

あ
る
。
そ
の
と
き
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

雑
誌
の
取
材
で
あ
る
。

　
食
事
の
前
に
、
ま
ず
バ
ー
ブ

テ
ィ
オ
ペ
ペ
を
飲
ん
だ
。
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
の
名
前
ま
で
日
記
に

書
い
て
い
る
。

　
ミ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
サ
リ
ッ
ク

と
い
う
、
顔
の
長
い
人
だ
。
彼

は
船
で
世
界
を
一
周
し
、
東
京

に
立
ち
寄
り
、
東
京
と
大
阪
に

６
泊
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
経
由
で

ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
た
そ
う
だ
。

　
グ
ラ
ッ
パ
を
注
文
す
る
と
、

彼
は
グ
ラ
ッ
パ
は
ノ
ニ
ノ
と
い

う
銘
柄
に
か
ぎ
る
と
教
え
て
く

れ
た
。

　
日
記
を
も
と
に
、
こ
の
一
文

を
書
い
た
の
だ
が
、
実
際
の
記

憶
が
う
す
れ
て
い
る
。
い
つ
行

っ
た
の
か
を
し
る
し
て
い
な
い

の
は
、
う
か
つ
な
話
だ
。

そ
れ
で
も
Ｎ
Ｙ
を
訪
れ
た
と

き
は
、
必
ず
日
記
を
書
い
た
。

八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
は
な

ん
ど
も
行
っ
た
の
だ
が
、
行
く

た
び
に
こ
れ
が
最
後
の
Ｎ
Ｙ
行

き
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　
今
は
も
う
訪
れ
る
こ
と
は
な

い
と
諦
め
て
い
る
。

　
冬
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
私
は

好
き
だ
。
寒
い
け
れ
ど
、
東
京

の
寒
さ
ほ
ど
き
つ
く
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

︵
２
０
１
０
年
５
月
22
日
号
掲

載
︶

あ
る
秋
の
Ｎ
Ｙ

写真・小味かおる

12
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
質
の
高
い

本
屋
だ
。
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
を

二
、
三
冊
買
う
。

　
プ
リ
ン
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
の

カ
フ
ェ
で
ひ
と
休
み
。
ア
ム
ス

テ
ル
・
ラ
イ
ト
と
い
う
ビ
ー
ル

を
飲
ん
で
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
。

　
夕
刻
、
小
林
さ
ん
が
来
て
、

西
三
十
二
丁
目
の
ス
ペ
ー
ス
・

ガ
ム
・
ミ
・
オ
ク
と
言
う
朝
鮮

料
理
店
に
案
内
さ
れ
た
。

　
焼
肉
で
は
な
く
、
ゆ
で
た
肉

で
、
ネ
ギ
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ

る
。
す
こ
ぶ
る
う
ま
い
。
こ
の

店
は
メ
ー
シ
ー
ズ
百
貨
店
に
近

い
か
ら
、
コ
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン

と
い
っ
て
い
い
か
。

　
翌
二
十
四
日
は
朝
か
ら
快

晴
。
七
時
に
小
林
さ
ん
と
ロ
ビ

ー
で
会
い
、
小
林
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｙ
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
ナ
カ
グ
ロ
ク
ラ
ブ
で

ス
チ
ー
ム
バ
ス
や
サ
ウ
ナ
。
髭

を
剃
っ
た
。

　
小
林
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト

︵
五
七
丁
目
︶
で
岡
村
さ
ん
と

朝
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
納

豆
、
イ
ワ
ナ
の
子
︵
粒
が
小
さ

い
︶
の
醤
油
漬
け
、
焼
い
た
カ

レ
イ
、
キ
ウ
リ
の
浅
漬
、
お
ひ

た
し
。

　
Ｎ
Ｙ
で
朝
か
ら
う
ま
い
朝
食

に
あ
り
つ
け
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
こ
の
前
ま
で
は
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
で
ト
ー
ス
ト
と
サ

ラ
ダ
だ
っ
た
。

　
こ
の
日
は
い
や
な
こ
と
が
あ

っ
た
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の

サ
グ
ハ
ー
バ
ー
に
行
っ
た
の
だ

が
、
昼
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
テ
ー

ブ
ル
に
案
内
さ
れ
た
の
に
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
ウ
エ
イ
タ
ー
が

や
っ
て
こ
な
い
。

　
小
林
さ
ん
が
だ
ん
だ
ん
不
機

嫌
に
な
っ
て
い
っ
た
。

﹁
こ
こ
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
町
な
ん

で
す
よ
﹂
と
小
林
さ
ん
が
吐
き

捨
て
る
よ
う
に
言
う
。

　
よ
う
や
く
ウ
エ
イ
タ
ー
が
来

て
、
私
た
ち
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

と
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
た
。
そ

れ
が
ま
た
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
小
ぎ
れ
い
な
町
で
は
あ
る

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
方
が
は

る
か
に
楽
し
い
。

　
ス
ト
ニ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
と
い

う
町
の
小
さ
な
旅
館
に
泊
ま
っ

た
。
ス
リ
ー
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・

イ
ン
と
い
う
。
旅
籠︵
は
た
ご
︶

と
い
う
感
じ
の
宿
だ
。

　
二
十
五
日
は
七
時
起
床
。
ダ

イ
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
・
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ー

ス
ト
。

　
お
も
ち
ゃ
み
た
い
な
こ
の
町

を
歩
い
た
の
ち
、
雑
貨
店
で
シ

ャ
ツ
を
二
枚
買
う
。

　
小
林
さ
ん
が
釣
り
の
話
を
し

て
く
れ
た
。
彼
の
友
人
が
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
沖
に
ヒ
ゲ
タ
ラ
を
釣

り
に
出
か
け
た
。
え
さ
は
ア
オ
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に
広
が
る
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ

ン
。
こ
の
地
区
の
南
端
は
34
丁
目
、
北
端
は
59
丁
目
、
東
端
は
8

番
街
、
西
端
は
ハ
ド
ソ
ン
川
ま
で
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
南
は

チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
の
ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー
ド
、
北
は
ア
ッ
パ
ー
・
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
リ
ン
カ
ー
ン
・
ス
ク
エ
ア
に
隣
接
、
東
は
オ

フ
ィ
ス
・
商
業
地
区
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
区
の
9
番
街
沿
い
は
、
多
国
籍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
数
多

く
並
ん
で
い
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、
写
真
の
部
屋
は
そ
の
９
番
街

と
49
丁
目
の
角
に
建
つ
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
﹁
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド

プ
ラ
ザ
﹂。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
も
あ
り
、
設
備
が
豊

富
な
ジ
ム
も
ビ
ル
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
ま
で

徒
歩
5
分
、
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
も
徒
歩
圏
内
で
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
一
人
暮
ら
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
住
居
に
は
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
の
斜
向
か
い
に
洗
濯
乾
燥
機
も
あ
り
、
大
変

便
利
。
家
賃
は
最
近
10
％
値
下
げ
と
な
っ
て
２
７
５
０
ド
ル
。
そ

し
て
1
か
月
家
賃
が
無
料
と
な
る
フ
リ
ー
レ
ン
ト
の
お
ま
け
が
つ

い
て
い
る
。
賑
や
か
な
都
会
の
ど
真
ん
中
だ
が
、
暮
ら
し
て
み
れ

ば
静
か
な
生
活
し
や
す
い
広
め
の
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
だ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、  

Ｅ
メ
ー
ル rika.furum

oto@
gm

ail.com
   

山
崎
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

便
利
な
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
１
寝
室

た
。
ま
た
、
供
給
可
能
な
住
宅

在
庫
件
数
は
１
万
２
４
４
７
件

と
前
年
同
月
の
４
６
１
０
件
か

ら
１
７
０
％
増
加
し
た
。
空
室

状
況
は
昨
年
11
月
に
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
６
％
か
ら
高
止
ま
り
し

て
お
り
５
・
３
３
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
家
賃
の
下
落
も
顕
著

で
、
レ
ン
タ
ル
物
件
の
中
間
価

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
１
月
の
賃
貸
不
動
産
契

約
数
が
、
家
賃
値
下
げ
の
影
響

で
過
去
13
年
間
で
最
も
高
水
準

と
な
っ
た
。
不
動
産
会
社
の
ダ

グ
ラ
ス
・
エ
リ
マ
ン
に
よ
る

と
、
同
月
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

の
新
規
賃
貸
住
宅
契
約
数
は

６
２
５
５
件
と
前
年
同
月
の

３
９
６
９
件
か
ら
58
％
増
加
し

格
が
３
０
０
０
ド
ル
と
、
同

３
５
９
５
ド
ル
か
ら
５
０
０
ド

ル
下
が
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
を
脱
出
し
て
郊
外
に
住
む

人
が
増
え
て
い
る
中
で
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
の
新
規
契
約
数
が

増
え
て
い
る
の
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
内
で
家
賃
の
安
い
ア
パ
ー

ト
へ
の
引
っ
越
し
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
た
め
だ
。
今
ま
で
ワ

ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
暮
ら
し
て

い
た
人
が
、
安
い
家
賃
で
ツ
ー

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
も
出
て
い
る
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
も
同
様
の
現

象
が
起
き
て
お
り
、
１
月
の
新

規
レ
ン
タ
ル
物
件
の
契
約
数
は

１
５
４
６
件
で
、
昨
年
同
月

の
１
０
６
０
件
か
ら
46
％
増

加
し
た
。
住
宅
在
庫
件
数
も

３
６
２
３
件
と
同
１
４
５
６
件

か
ら
倍
以
上
で
ダ
ブ
付
き
が
目

立
ち
レ
ン
タ
ル
価
格
の
値
崩
れ

が
起
き
て
い
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
中
間
賃
貸
住
宅
家
賃
は

２
６
０
０
ド
ル
で
昨
年
同
月
の

２
９
８
７
ド
ル
か
ら
低
減
し
て

い
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

賃
貸
住
宅
契
約
数
が
増
加

安
い
住
宅
に
住
み
替
え
ラ
ッ
シ
ュ

　無色透明無臭の一酸化炭素に
よる中毒は一戸建て住宅生活者
の大敵だ。毎年多くの犠牲者が出
る。その多くは就寝中の子供た
ちだ。地下ボイラー室や暖炉の
煙突のススのつまりで音無しで
部屋に忍び寄る一酸化炭素を確
実に探知する。デジタルメーター
で危険度を数値表示する。アラー
ムが鳴ったら、窓をすぐ開けて
空気を入れ替え、業者による煙
突掃除が必要。主寝室、子供部
屋の必需品。価格 30 ドル。
Nighthawk Plug-in AC/DC Carbon 
Monoxide Alarm Detector with Digital 
Display KN-Copp-3
www.mazon.com

一戸建て住まいの必需品

一酸化炭素探知機

mailto:rika.furumoto@gmail.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
http://www.mazon.com
mailto:commercial@redacinc.com


(17)　　 ［広　告］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）2 月 20 日（土）

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも 10 年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.sumitomo-ny.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:info@tsutech.com
http://snsrealty.com/
https://www.suhakobi.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.furumoto.com
https://www.bhsusa.com/
http://kiku-ny.com
http://www.nykoshin.com
http://newyork-apartment-realestate.com
https://artofhaiku.org/
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
２
０
２
１

年
、
す
で
に
2
月
も
終
盤
で
す
。

こ
こ
東
京
首
都
圏
は
年
明
け
よ

り
長
く
晴
天
が
続
き
、
春
め
い

た
日
も
チ
ラ
ホ
ラ
、
比
較
的
暖

か
い
冬
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で

も
Ｎ
Ｙ
は
連
日
の
雪
と
氷
点
下

の
よ
う
で
す
の
で
ト
ラ
イ
ス
テ

ー
ト
の
皆
様
は
風
邪
等
ひ
か
な

い
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ

て
、
先
月
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
シ
リ
ー
ズ
④
で

は
、
ル
ー
ト
66
を
実
際
に
旅
す

る
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
ご
紹
介
を

し
て
い
き
ま
す
が
、
第
1
弾
は

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ル
ー
ト
66
を
代

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
絡
め
て
旅

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
今
回
の
旅
の
ス
タ
ー
ト
＆
玄

関
と
な
る
空
港
は
ネ
バ
ダ
州
ラ

ス
ベ
ガ
ス
が
最
適
で
し
ょ
う

か
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
キ
ン
グ
マ
ン
ま

で
は
約
１
１
０
マ
イ
ル
、
２

時
間
弱
の
車
の
旅
と
な
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
﹁A

rizona 
Fun R

un

﹂
。
１
９
８
８
年
に

始
ま
り
、
毎
年
5
月
の
最
初
の

週
末
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
ル
ー
ト
66

の
中
心
の
一
つ
、
セ
リ
グ
マ
ン

と
い
う
街
を
ス
タ
ー
ト
す
る
モ

ー
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
は
4
月
30
日
︵
金
︶
〜
5
月

2
日
︵
日
︶
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、
本
原
稿
執
筆
時
点
で
は
延

期
・
中
止
の
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
セ
リ
グ
マ
ン
ま
で
行
き
ま
す

と
、
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
ま
で

足
を
延
ば
す
こ
と
も
充
分
可
能

で
す
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
と
更

に
他
に
も
見
ど
こ
ろ
が
出
て
き

ま
す
の
で
、
今
回
は
セ
リ
グ
マ

ン
か
ら
西
へ
向
か
う
、
イ
ベ
ン

ト
に
沿
っ
た
旅
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
出
て
南
下
し

ま
す
と
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
い
う

街
に
着
き
ま
す
。
元
々
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
働
く
人
々
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
よ
う
な
位
置
付
で
し
た

が
、
こ
こ
何
年
か
は
カ
ジ
ノ
も

増
え
す
っ
か
り
﹁
地
元
民
の
ラ

ス
ベ
ガ
ス
﹂
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー

ト
11
号
線
に
乗
り
、
キ
ン
グ
マ

ン
方
面
へ
と
行
き
ま
す
が
、
途

中
に
﹁
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
﹂
も
あ

る
の
で
小
休
憩
す
る
に
は
良
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
後
は
州
道
93
号
線
を

ひ
た
す
ら
南
下
し
ま
す
。
周
り

に
何
も
な
い
の
で
つ
い
ス
ピ
ー

ド
が
出
ま
す
が
、
待
ち
構
え
て

い
る
ポ
リ
ス
が
い
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
キ
ン
グ
マ
ン
に

着
い
た
ら
、
セ
リ
グ
マ
ン
ま
で

早
く
行
き
た
い
場
合
は
直
に
イ

ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
40
号
線
に
乗

れ
ば
、約
１
時
間
で
行
け
ま
す
。

せ
っ
か
く
な
の
で
﹁
往
復
と
も

ル
ー
ト
66
を
走
り
た
い
！
﹂
と

い
う
方
は
ル
ー
ト
66
を
走
れ
ば

２
時
間
弱
で
セ
リ
グ
マ
ン
に
着

き
ま
す
。
途
中
の
街
、
ア
ン
タ

レ
ス
で
は
﹁H

eadacus

﹂
と

い
う
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
Ｔ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
と
呼
ば
れ
る
石
像
、
ハ
ッ
ク

ベ
リ
ー
で
は
写
真
ス
ポ
ッ
ト
も

あ
る
著
名
な
お
土
産
屋
さ
ん

﹁G
eneral Store

﹂、
ト
ラ
ク

ス
ト
ン
で
は
今
は
営
業
し
て
い

な
い
﹁
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
モ
ー
テ

ル
﹂、
ピ
ー
チ
ス
プ
リ
ン
グ
ス

近
辺
に
は
ウ
ラ
パ
イ
族
の
居
留

区
と
お
土
産
屋
さ
ん
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を
取

っ
て
立
ち
寄
る
こ
と
を
お
ス
ス

メ
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
︵
し
な
く

て
も
Ｏ
Ｋ
︶
す
る
場
合
、
セ
リ

グ
マ
ン
で
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
は
金
曜
日
の
夕
方
な
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
着
い
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
通
常
な
ら
米
国
内
は

も
と
よ
り
世
界
中
の
ル
ー
ト
66

フ
ァ
ン
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ

ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
す
の
で
、

事
前
の
宿
泊
地
の
確
保
は
必
須

で
す
。
一
昨
年
の
登
録
車
数
は

８
０
０
台
超
！
で
し
た
。
土
曜

日
の
朝
10
時
に
セ
リ
グ
マ
ン
を

出
発
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の

一
団
は
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み

な
が
ら
ル
ー
ト
66
を
キ
ン
グ
マ

ン
ま
で
、
日
曜
日
に
は
更
に
キ

ン
グ
マ
ン
か
ら
最
終
目
的
地
の

ト
ポ
ッ
ク
ま
で
、
ル
ー
ト
66

中
﹁
最
も
長
く
途
切
れ
な
い
ル

ー
ト
66
の
ス
ト
レ
ッ
チ
﹂
と
言

わ
れ
る
１
４
０
マ
イ
ル
︵
約

２
２
４
キ
ロ
︶
を
走
り
ま
す
。

締
め
の
パ
ー
テ
ィ
は
ト
ポ
ッ
ク

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

従
い
、
セ
リ
グ
マ
ン
、
キ
ン
グ

マ
ン
、
ト
ポ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
そ

こ
か
ら
州
を
越
え
て
︵
た
だ
川

を
越
え
る
だ
け
︶
す
ぐ
の
ニ
ー

ド
ル
ス
と
い
う
街
で
お
部
屋

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
セ
リ

グ
マ
ン
で
あ
れ
ば
﹁H

istoric 
R

oute 

66 M
otel

﹂﹁Supai 
M

otel

﹂、
キ
ン
グ
マ
ン
な
ら

﹁E
l T

rovatore

﹂
が
ル
ー
ト

66
フ
ァ
ン
に
は
お
ス
ス
メ
で
す

が
、
キ
ン
グ
マ
ン
は
大
き
い
街

な
の
で
、
ベ
ス
ト
ウ
ェ
ス
タ

ン
、
ラ
マ
ダ
、
マ
リ
オ
ッ
ト

等
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
の
ホ
テ

ル
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
ニ
ー

ド
ル
ス
ま
で
行
か
れ
る
の
で

あ
れ
ば
﹁Fender’

s R
iver 

R
esort

﹂
が
最
高
で
す
。
リ

ゾ
ー
ト
と
い
っ
て
も
﹁
高
級
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
﹂
で
は
な
い
の

で
ご
安
心
を
。

　
こ
の
よ
う
に
ざ
っ
と
書
き
並

べ
て
き
ま
し
た
が
、
一
例
と
し

て
金
曜
の
早
朝
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス

を
出
発
し
、
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に

寄
り
、
キ
ン
グ
マ
ン
か
ら
は
ル

ー
ト
66
を
走
り
、
途
中
止
ま
り

な
が
ら
夕
方
6
時
に
は
セ
リ
グ

マ
ン
入
り
。
土
曜
日
は
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
し
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
キ
ン
グ
マ
ン
ま
で
行

き
、
ト
ポ
ッ
ク
ま
で
行
か
な
い

の
で
あ
れ
ば
キ
ン
グ
マ
ン
泊
。

行
く
の
で
あ
れ
ば
土
曜
日
中
に

オ
ー
ト
マ
ン
の
村
を
経
て
ニ
ー

ド
ル
ス
ま
で
。
ニ
ー
ド
ル
ズ
は

1
日
あ
れ
ば
観
光
も
で
き
ま
す

か
ら
、
あ
と
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

ど
れ
だ
け
の
時
間
を
使
う
か
、

が
全
体
滞
在
期
間
の
焦
点
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
セ
リ
グ
マ
ン

ま
で
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
あ

の
﹁
伝
説
の
﹂
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ

ん
に
是
非
お
会
い
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん

は
、
ル
ー
ト
66
の
廃
線
後
、
そ

の
歴
史
と
文
化
を
残
す
た
め
に

ル
ー
ト
66
最
初
の
正
式
支
援
団

体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
彼
の

尽
力
は
そ
の
後
ル
ー
ト
66
が
通

る
8
州
全
て
に
お
い
て
支
援
団

体
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん

は
高
齢
な
の
で
お
店
に
顔
を
出

す
の
は
開
店
直
後
の
30
分
程
度

と
、
夕
方
に
﹁
も
し
体
調
が
悪

く
な
け
れ
ば
﹂
と
い
う
感
じ
で

す
。
絶
対
に
会
い
た
い
！
と
い

う
方
は
木
曜
日
の
夜
に
は
セ
リ

グ
マ
ン
入
り
し
た
方
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
セ
リ
グ
マ
ン

は
、
わ
ず
か
１
キ
ロ
ほ
ど
の
ル

ー
ト
66
歴
史
保
存
地
区
に
た
く

さ
ん
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
の
繁
栄
を
肌
で

感
じ
る
事
が
で
き
古
き
良
き
時

代
の
ア
メ
リ
カ
が
残
る
町
と
し

て
人
気
が
高
い
で
す
。

　
こ
う
や
っ
て
見
る
と
全
て
の

こ
と
を
細
か
く
ご
紹
介
す
る
の

は
紙
面
の
都
合
上
難
し
い
で
す

ね
。﹁
こ
こ
の
部
分
を
も
っ
と

細
か
く
聞
き
た
い
﹂
等
、
ご
質

問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
編
集
部

︵in
fo@

n
y

seikatsu.com
︶

を
通
じ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
読
者
の
皆
さ

ん
に
実
際
に
ル
ー
ト
66
を
体
験

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
来

月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
２

：

ア
リ
ゾ
ナ
で
モ
ー
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

 第 391 回

　
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で

開
催
中
の
﹁
中
村
裕
太
　
ツ

ボ_

ノ_

ナ
カ_

ハ_

ナ
ン

ダ

ロ

ナ
？
︵W

hat's in the 
V

asw
?

︶﹂
展
︵
２
０
２
０
年

12
月
24
日
〜
２
０
２
１
年
3
月

7
日
︶
を
鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。

い
や
、﹁
体
験
し
て
き
ま
し
た
﹂

と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
し
ょ

う
。

　
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で

は
、
地
域
の
盲
学
校
や
大
学
、

行
政
と
連
携
し
て
、﹁
み
る
﹂

こ
と
を
中
心
と
し
て
き
た
美
術

館
で
の
体
験
を
問
い
直
し
、
障

害
の
有
無
を
超
え
て
、
誰
も
が

美
術
館
を
訪
れ
、
体
験
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
造
、

構
築
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
単
な
る
﹁
健
常
者
﹂

か
ら
﹁
障
害
者
﹂
へ
の
一
方
的

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
障
害
当

事
者
と
共
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

鑑
賞
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ

と
で
、
作
品
の
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
と
と
も
に
、
美
術
館

が
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
相
互

理
解
の
場
と
し
て
機
能
す
る
新

た
な
可
能
性
に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
ま
す
。

　﹁

感

覚

を

ひ

ら

く

﹂

事

業
で
は
、
昨
年
度
か
ら
作

家
︵A

rtist

︶、
視
覚
障
害
の

あ
る
方
︵Blind

︶、
学
芸
員

︵Curator
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
や
感
性
を
生
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
覚
を
つ
か
う
鑑
賞
方

法
を
創
造
す
る
﹁
Ａ
Ｂ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
、
同
館
が
所
蔵

す
る
石
黒
宗
麿
︽
壺
﹁
晩
秋
﹂︾

の
新
た
な
鑑
賞
方
法
を
探
っ
て

い
く
も
の
で
し
た
。
石
黒
宗
麿

は
、
１
９
３
６
年
に
京
都
市
内

﹁
八
瀬
陶
窯
﹂
を
築
窯
し
、
晩

年
ま
で
こ
の
地
を
拠
点
に
陶
器

作
り
を
続
け
、
１
９
５
５
年
に

鉄
釉
陶
器
の
技
法
に
よ
る
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
︵
人
間
国

宝
︶
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
瀬
陶
窯
に
は
、
石
黒
に

よ
っ
て
捨
て
去
ら
れ
た
陶
片
が

あ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

陶
片
を
発
掘
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
中
村
裕
太

は
陶
片
の
研
究
と
そ
の
制
作
、

安
原
理
恵
は
陶
片
を
触
察
し
言

葉
に
す
る
こ
と
で
、
石
黒
の
陶

器
作
り
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
そ
れ

ら
の
考
察
を
も
と
に
、
京
都
国

立
近
代
美
術
館
の
学
芸
員
が
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
し
た
の
で
す
。

　
展
示
室
で
は
、
来
場
者
が
壺

の
な
か
に
入
っ
た
一
つ
一
つ
の

陶
片
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

手
や
耳
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま

せ
、
陶
片
を
介
し
て
︽
壺
﹁
晩

秋
﹂︾
の
新
た
な
鑑
賞
方
法
を

探
り
ま
す
。
参
加
者
は
、
ま
ず

荷
物
を
置
き
、
壺
や
陶
片
を

傷
つ
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
指

輪
・
時
計
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
を

外
し
、
手
指
の
消
毒
を
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
対
策
で
、
一
度
に
体
験
で

き
る
人
数
は
5
人
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
場
に
20
程
度
固

定
し
て
置
か
れ
て
い
る
壺
の
中

に
は
、
八
瀬
陶
窯
か
ら
発
掘
さ

れ
た
石
黒
宗
麿
の
陶
片
が
1
〜

4
個
ほ
ど
入
っ
て
お
り
、
来
場

者
は
片
手
を
壺
の
中
に
入
れ
、

壺
の
底
に
置
か
れ
た
陶
片
に
触

れ
ま
す
。
会
場
に
は
映
像
が
流

れ
て
お
り
、
ま
た
、
壺
の
側
面

に
は
点
字
の
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ

で
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
手
掛
か
り
に
陶
片
に
は

何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考

え
な
が
ら
味
わ
い
ま
す
。
そ
の

後
、
壺
の
中
か
ら
陶
片
を
取
り

出
し
、
改
め
て
両
手
で
陶
片
を

味
わ
い
ま
す
。
会
場
に
は
石
黒

宗
麿
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
視
覚
だ
け
に
頼
ら
な

い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
鑑
賞
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
同
館
の
今
後
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。︵
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都

国
立
博
物
館
副
館
長
︶

感覚をひらく

mailto:info@nyseikatsu.com
http://op-ed.jp
http://kkobo.com/
http://www.at-newyork.com/
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実
は
、
わ
た
く
し
事
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
大
阪
市
立
大
学

院
で
介
護
福
祉
の
あ
り
方
を
都

市
経
営
と
い
う
視
野
で
研
究
し

て
お
り
ま
し
て
、
今
回
の
コ
ラ

ム
は
後
期
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
一

部
を
抜
粋
し
て
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
介
護
保

険
制
度
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
不
満
や
い
い
と
こ
ろ
も
た

く
さ
ん
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た

が
、
実
は
日
本
の
介
護
保
険
制

度
で
﹁
高
齢
者
の
生
活
支
援
﹂

の
あ
り
方
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

は
﹁
行
政
政
策
﹂
を
ヒ
ン
ト
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
発
見
と
い
っ
て
も

珍
種
や
絶
滅
種
を
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
で
す
が
、
﹁
人
間
の

老
い
﹂
を
﹁
国
の
政
策
﹂
。
つ

ま
り
、
幸
せ
な
介
護
・
明
る
い

老
後
の
計
画
は
イ
コ
ー
ル
国
の

あ
ら
ゆ
る
政
策
と
同
じ
遺
伝
子

だ
っ
た
と
い
う
発
見
で
す
。
す

み
ま
せ
ん
。
頭
の
中
が
レ
ポ
ー

ト
で
沸
騰
し
て
い
て
、
伝
わ
り

に
く
い
コ
ラ
ム
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制

度
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
策
定

に
た
く
さ
ん
の
学
者
や
専
門
家

が
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
お
ひ
と
り
大
森
彌
氏
と
い

う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
私
の
よ

う
な
卑
下
し
た
﹁
介
護
な
ん
と

か
﹂
は
何
度
も
目
に
し
た
こ
と

の
あ
る
お
名
前
な
の
で
す
が
、

こ
の
方
が
﹁
政
策
評
価
﹂
と
い

う
教
科
書
に
全
く
違
う
分
野
で

登
場
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
行

政
評
価
と
い
う
の
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
で
い
う
﹁
Ｃ
﹂
の
チ

介
護
保
険
制
度
の
中
で
発
見

ェ
ッ
ク
の
部
分
で
あ
り
、
そ

の
フ
ロ
ー
は
次
の
通
り
で
あ

る
。﹁
課
題
設
定
↓
政
策
作
成

↓
政
策
決
定
↓
政
策
実
施
↓
政

策
評
価
﹂。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ

カO
ffice of M

anagem
ent 

and B
udget

︵
米
国
行
政
管

理
予
算
局
︶
の
評
価
法
も
参
考

に
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

　
そ
れ
は
、﹁
業
績
測
定
︵Per-

form
ance M

easure

︶﹂

で

顕

著

で

あ

り
、

懐

か

し

の

１
９
９
３
年
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
下
で
政
府
業
績

成
果
法
︵
Ｇ
Ｐ
Ｒ
Ａ
：G

ov-
ern

m
en

t P
erform

an
ce 

and R
esults A

ct

︶
の
制
定

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
日
本
で
も
す
ぐ
に
反
映
さ

れ
、
95
年
に
三
重
県
の
予
算
査

定
に
導
入
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
パ
ブ

リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い

う
、
行
政
で
あ
り
な
が
ら
、
民

間
と
同
じ
よ
う
に
経
営
と
い
う

考
え
方
が
必
要
と
い
う
評
価
法

で
す
。
つ
ま
り
、数
値
目
標︵
活

動
指
標
や
成
果
指
標
︶
を
設
定

し
、
掲
げ
た
目
標
に
対
す
る
達

成
度
の
評
価
を
行
う
サ
イ
ク
ル

と
い
う
至
極
当
然
な
考
え
方
で

す
。
計
画
・
目
標
に
従
っ
て
、

設
定
さ
れ
た
定
量
的
な
数
値
目

標
が
﹁
ど
の
程
度
の
達
成
度
が

あ
っ
た
の
か
﹂
を
事
後
的
に
検

証
・
測
定
し
よ
う
と
す
る
。

　
政
策
の
﹁
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
レ
ビ
ュ
ー
﹂

が
必
要
だ
と
い
う
政
策
論
で

す
。
ま
さ
に
、
こ
れ
を
﹁
利
用

者
の
自
立
支
援
に
は
、
事
前
に

た
て
ら
れ
た
本
人
の
希
望
、
可

能
性
、
潜
在
能
力
、
リ
ス
ク
等

を
﹁
計
画
﹂
に
見
立
て
て
、
途

中
経
過
を
監
視
︵
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
︶、
一
定
の
期
間
後
に
評
価

す
る
と
い
う
。
大
森
彌
氏
ら
が

90
年
代
に
机
の
上
で
考
え
て
こ

ら
れ
た
﹁
介
護
保
険
制
度
の
策

定
﹂は
２
０
４
０
年
以
降
の﹁
日

本
の
形
﹂
に
も
基
本
構
想
の
最

終
形
で
は
な
く
、
途
中
の
測
定

の
要
素
と
し
て
、
解
析
の
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
活
用
す
る

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど

う
い
う
意
図
で
今
の
介
護
が
、

ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
ま
す
ま
す
興
味
が
湧
い
て
、

昨
年
出
版
さ
れ
た
氏
の
著
書

﹃
未
完
の
公
共
私
連
携
：
介
護

保
険
制
度
20
年
目
の
課
題
﹄
を

読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
60
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン

バ
ー
を
対
象
に
、
電
話
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
茶
話
会
を
開
催
し
て

い
る
。
感
染
の
心
配
を
せ
ず
に

気
軽
に
日
本
語
で
の
会
話
を
楽

し
め
、
長
期
化
す
る
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
影
響
で
社
交
の
場
が
あ

ま
り
な
く
な
っ
た
人
た
ち
か
ら

﹁
良
い
気
晴
ら
し
に
な
る
﹂
と

好
評
。
毎
週
月
曜
午
後
１
時
30

分
か
ら
２
時
30
分
ま
で
。

　
参
加
方
法
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://jassi.org

の
﹁
今

後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
﹂
か

ら
。
初
め
て
参
加
す
る
人
は

事
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取

得

が

必

要

に

な

る
、

電

話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
１
番
︶
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
jassi.org 

ま
で
。

シニアの
茶話会

JASSI がオンラインで

　
岐
阜
・
飛
騨
高
山
に
工
房
を

構
え
る
﹁
真
工
芸
﹂
の
木
版
手

染
め
ぬ
い
ぐ
る
み
が
、
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
和
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
店
の
マ
カ
リ
︵
３
番
街

97
番
地
、
12
丁
目
と
13
丁
目
の

間
︶
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
真

工
芸
が
独
自
に
編
み
出
し
た
手

法
の
木
版
手
染
め
は
、
多
色
刷

り
を
し
て
蒸
し
て
色
を
安
定
さ

せ
る
飛
騨
高
山
地
域
独
特
の
版

画
法
で
、
鮮
や
か
な
が
ら
も
温

か
み
の
あ
る
色
彩
が
特
徴
だ
。

　
高
山
を
支
配
し
て
い
た
屋

敷
・
陣
屋
で
飼
わ
れ
て
い
た

猫
が
命
を
呈
し
て
屋
敷
の
娘

を
大
蛇
か
ら
守
り
助
け
た
と

い
う
﹁
陣
屋
福
猫
伝
説
﹂
の

猫
︵
25
ド
ル
︶
は
、
禍
か
ら
守

り
福
を
招
く
と
言
わ
れ
て
い
る

縁
起
物
。
ほ
か
に
も
十
二
支
の

動
物
た
ち
や
、
ひ
な
人
形
︵
２

つ
セ
ッ
ト
75
ド
ル
︶
な
ど
を
揃

え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
で
、
贈
り
物
と
し

て
喜
ば
れ
る
和
小
物
。﹁
真
工

芸
﹂
の
木
版
手
染
め
ぬ
い
ぐ
る

み
は
Ｎ
Ｙ
で
は
同
店
の
み
の
販

売
。
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
注
文

も
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.them

akari.com

を

参
照
す
る
。

真
工
芸
の
木
版
手
染
め
ぬ
い
ぐ
る
み

マ
カ
リ
で
発
売

【マンハッタン】■ Bank of 
America Winter Village at 
Bryant Park（６番街、40 〜
42 丁目）　ブライアントパー
ク内にあるリンク、敷地内の
カフェやギフトショップも３
月末まで営業する。事前に利
用時間を予約し、スケート靴
を持参すれば無料で楽しめる
市内唯一のリンク。入場無料、
靴レンタル 21 〜 36 ドル（曜
日による）。３月 28 日（日）
ま で。https://bryantpark.
org ■ The Rink at Rocke-
feller Center　　ロックフェ
ラーセンターのリンクは改装
のため１月 17 日をもって今
季の営業は終了。次の冬に新
しくなってお目見えする。■

Lasker Rink（セントラルパ
ーク北東）セントラルパーク
の北端に位置するラスカーリ
ンクは、セントラルパーク・
アイスホッケー・ホークスの
本拠地。この冬からマスク着
用や体温測定などの安全対策、
入場制限を設けた。入場料は
大人９ドル、子供（12 歳以
下）５ドル、靴レンタル８ド
ル（現金のみ）。３月 21 日（日）
ま で。www.laskerrink.com
■ Wollman Rink in Central 
Park（セントラルパーク南
東）マンハッタンのビル群を
背景に、これまでさまざまな
テレビや映画撮影が行われて
きたリンク。ラスカーリンク
と同様の安全対策、入場制限

がある。大人 12 ドル（月〜
木）・19 ドル（金〜日）、子供

（11 歳以下）６ドル、靴レン
タル 10 ドル（現金のみ）。４
月上旬まで。www.wollman-
skatingrink.com ■ The Rink 
at Brookfield Place（250 
Vesey St.）バッテリパークシ
ティのハドソン川近くにある
ショッピングセンター、ブル
ックフィールドプレイスにあ
るリンク。オリンピック出場
経験者によるレッスン、プラ
イベートやグループセッショ
ンなど予約できる。入場料 15
ドル、靴レンタル５ドル。３
月（気候により変動）まで営業。
www.therinkatbrookfield-
place.net ■ Riverbank State 
Park Ice Rink（リバーサイド
ドライブ６７９番地、入り口
は西１４５丁目）ハミルトン
ハイツにあるリバーバンクリ
ンクは、マンハッタンで唯一
の州立公園。ジョージ・ワシ
ントン・ブリッジとニュージ
ャージーの景色を楽しめる。

入場料は大人５ドル、子供（12
歳以下）３ドル、靴レンタル
６ドル。３月（気候により変
動）まで営業。https://parks.
ny.gov/parks/riverbank/
details.aspx

【ブルックリン】
■ LeFrak Center at Lakeside 
Prospect Park Brooklyn（プ
ロスペクトパーク内）１５０
年以上前に創設されて以降、
地元住民に愛されているツイ
ンのリンク。入場料は平日７
ド ル 25 セ ン ト、 週 末 10 ド
ル、靴レンタル７ドル。３月

（気候により変動）まで営業。
www.prospectpark.org ■
Vale Rink at The William Vale

（111 N. 12th St）　ウィリア
ムズバーグにあるウィリアム・
ベール・ホテルの 23 階屋上
に今季登場したリンク。マン
ハッタンのスカイラインを眺
めながら楽しめる唯一の場所。
入場料は大人 20 ドル、子供

（12 歳以下）12 ドル。www.
thewilliamvale.com

　屋外で比較的人との距離を保ちながら楽しめるアイススケー
トはコロナ禍でも大人気。市内には事前に予約すれば利用でき
るスケートリンクが多数あるので、運動不足解消を兼ねて、す
がすがしい空気を吸いに出かけてみては？

コロナ禍で人気のスケート
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